
JICA専門家としてのポー トモレスビーの

セ トウルメント問題への関与の試み

1.はじめに

私は,国際協力事業団 (JapanInternational

cooperationAgency:略称JICA)の専門家として,

2000年9月から1年間の任期で,パプアニューギ

ニアに派遣されている｡JICA専門家としての私

の職務は,｢社会調査手法(都市貧困対策)｣という
ものである｡ カウンターパートは,パプアニュー

ギニア大学 (UpNG)の社会学 ･人類学科の考古

学部門のDr.JohnMukeであり,私の配属先も

UpNGである｡ ただし,大学で学生に社会調査法

を教えるわけではない｡私に期待されている役回

りは,首都ポートモレスビーの自然発生的な移住

者莱落 (パプアニューギニアでは ｢セトウルメン

ト｣と通称される)に関する私のこれまでの調査

研究の経験と知識を生かして,カウンターパート

のムケ氏とも協力しながら,セトウルメントの実

態を把握し,それに基づいて,｢都市における貧

困の軽減｣という課題に資するような具体的なプ
ロジェクトを構想することである｡

ポートモレスビーのセトウルメントは,私が修

士課程在学中の1979年,パプアニューギニア大

学に1年間留学して以来,自らの中心的な研究テ

ーマとしてきた問題である｡ セトウルメントを取

り巻く状況は,近年急速に変化しつつある｡ それ

らを増加する一方の都市犯罪や都市の法 ･秩序を

脅かす元凶としてみなし,敵視や排除しようとす

る傾向が強まっている (熊谷,2000)｡私がJICA

の専門家として赴くことになった動機は,自らが

21年間研究対象として関わってきたセトウルメ

ントが,存在の危機にさらされる中で,自らの研

究者としての｢位置性｣を問い直さざるを得ない思

いが生まれてきたことによっている｡ それは,セ

トウルメントとその住民たちの苦境を｢観察｣し,

｢報告｣することだけが,研究者としての自らの役

割なのだろうか,という疑問と葛藤である｡ そう

熊 谷 主 知

した思いに突き動かされながら,自らの仕事の成

果をいわば売 り込むような形で,JICAと接触し,

積極的に働 きかけた｡その結果,私の考えが,

JICAが近年関心を持ちはじめている都市社会問

題や貧困軽減というテーマにうまく合致したこと

もあり,専門家としての派遣が決まった｡

この原稿を書いている2001年3月末現在,派遣

期間のちょうど半分を過ぎたところであり,まだ

その｢総括｣をする状況にもまたその立場にもない｡

したがって,この報告は,あくまで私的な覚書と

いう性格のものであり,JICA専門家としての公

的な活動の成果や反省を表すものではないことを

あらかじめ断っておかねばならない｡ここでは,

私自身のこの半年間の試行錯誤の過程を,途中経

過報告の形で提示しながら,｢研究者｣と ｢実践
者｣(開発の実務に関わるという意味での)とい

う二つの世界を ｢往還｣することの意義について

語ってみたい｡

2.｢JtCA専門家｣という制度

はじめに,JICAの専門家派遣とは,いったい

どのような事業なのかを説明しておこう｡ 日本が

国家として行う政府開発援助 (ODA)のうち,

JICAは,｢技術協力｣を担当している｡｢技術協
力｣の目的は,途上国の人材育成である｡｢技術
協力｣事業の中に,途上国から日本への研修生の

受け入れとならんで,日本から途上国-の ｢専門

家｣の派遣がある｡ つまり,日本がODA予算を
使って,パプアニューギニアに対して行う援助の

中に,私の専門家派遣も含まれている,というこ

とになる｡

国際協力事業団が作成した 『長期派遣専門家の

手引き』によれば,専門家派遣は,｢専門家が保

有する知識及び技術を,指導,調査,研究等を通

じて相手方に伝達し,開発途上地域の人材養成に

資することを目的とするもの｣(p.1)とある｡ 細
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かく言えば,私の立場は,｢個別派遣専門家｣で

あり,｢開発途上国政府及び国際機関からの個別

の要請に応じ,事業団が専門家を開発途上国の政

府関係機関,試験研究機関,国際機関等に派遣し,

指導,助言,調査,研究に携わっていただく｣
(同)ものである｡

JICA事務所が私の専門家派遣要請を実質的に

決めたのは,私がパプアニューギニアを訪問して

いた1999年の8月である｡ 派遣先 (パプアニュー

ギニア大学)からの要請を受けて,JICA本部が,

関係省庁 (私の場合は文部省)との折衝を行い,

私の派遣が確定したのは,年の瀬も押し詰まった

頃であった (正式な委嘱状が大学に届き,私の派

遣の件が教授会で了承されたのは,出発直前の7

月だった)｡その頃には,すでに,翌年度のカリ

キュラム等は確定しているから,迷惑をかけない

ため,あらかじめ,周囲には,翌年度の後期から

留守にする可能性があることを,内々に伝えてお

く必要があった｡お茶の水女子大学は,半年単位

の授業が大半であるため,2000年度の前期と,

2001年度の後期にある程度授業を集めることが

可能だったが,前期 ･後期の配当が決められてい

る科目 (コア科目と呼ばれる旧教養科目など)は,

教室の同僚に担当を代わってもらわなければなら

なかった｡また卒論指導は両年度とも担当せず,

指導中の大学院の学生についても,他の教官に指

導教官をお願いした｡こうして,大学の同僚教官

と学生には多大な迷惑をかけることになった｡そ

れを許容し,快く送り出してくれた同僚の寛容さ

と大学の環境があってこそ,私が今ここで専門家

として活動することができていることを記し,あ

らためて感謝の意を表したい｡

3.赴任後1か月まで

成田を発ったのは,2000年9月10日の夜のこ

とである｡ 空港には,JICA指定の旅行代理店の

人が待っていて,同時に持ち込む大量の携行機材

の運び込みなど,チェックインの世話を焼いてく

れた｡席も,これまでの自分の調査研究では乗る

機会などなかったビジネスクラスである｡

日本からパプアニューギニアへの直行便はない｡

飛行機は,いったんパプアニューギニア上空を通

り過ぎた後,翌早朝オーストラリアのケアンズに

着く｡ そこでニューギニア航空の飛行機に乗り換

え,11日の朝,ポー トモレスビーに到着 した｡

空港には,JICAの日本人スタッフである星野氏

がパプアニューギニア人のローカル･スタッフを

伴って迎えに来ていて,携行機材の通関手続きな

どをスムーズに済ませてくれた｡

翌日,JICAパプアニューギニア事務所で,や

はり新任の,JICA事務所の調整貞 (青年海外協

力隊貝のサポートが主な職務)とともに,所長か

らオリエンテーションを受けた｡さらに,治安の

悪いパプアニューギニアということもあって,元

管区警察局長という安全対策担当のローカル ･ス

タッフが,強盗に遭ったときの対処法 (といって

も,要するに,とにかく抵抗せずに金品を渡せと

いうことだったが)などを講義してくれた｡

到着当日の午後から,早速家探しをはじめた｡

外国人が住むような高級集合住宅をいくつか見て

まわったあと,勤務先であるパプアニューギニア

大学にも,JICA事務所にも,政府のオフィスに

ち,車で7-8分以内で着ける好立地にあり,こ

れまで訪ねて来た郊外のセトウルメントからもそ

う遠くないという理由で,ワイガ二にある住宅に

決める｡ 家具付きで,家賃は月額5200キナ (約

20万円)｡これは,JICAの住居手当でまかなわれ

る｡ パプアニューギニアに住む外国人の住まいと

しては,標準的な水準らしい｡しかし床面積百平

方メートル以上,20畳近いリビングルームとキ

ッチンに,寝室が3つもある,日本ではとても住

めない豪邸である｡ もちろん今までセトウルメン

トに住み込んだり,せいぜい一泊2000円以内の

安宿に泊まってきたこれまでの自分の境遇に比べ

れば,別世界である｡

ホテルに10日ほど滞在した後,新居に引越し

た｡まもなく日本から送った荷物が届き,徐々に

生活の態勢が整ってきた｡申し込んでいた電話が

つき,E-mailが使えるようになったのは,着いて

ほぼ一月経った頃だった｡

E-mailの存在は,パプアニューギニアにいなが

ら,日本やその他の国々の人々との間でリアルタ

イムで交信が出来るという点で,精神的な支えに

も大変役立った｡もちろんパプアニューギニアで

メールが使えるのは,ポートモレスビーという首

都に滞在しているからである｡ ひとたび村に入れ

ば,電気もなく,電話も通じていないため,外部

との連絡は困難である｡ これはポートモレスビー

のセトウルメントでも同様である｡ただし,E-
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mailの便利さは,日本でやり残した仕事の催促な

ども簡単にされてしまう難点も意味する｡今回は,

こちらから交信した人以外には,あえてメールア

ドレスを通知しなかった｡学生にも日本を発つ前

に,メールでの論文指導等は原則として行なわな

い旨,宣言しておいた｡以前,1993年9月から94

年7月まで,国際交流基金の派遣で北京日本学研

究センターに滞在した時,卒論や修論の指導で

(その当時はまだFAXであったが),かなり時間

を奪われた経験があったためだ｡そのおかげで任

地での仕事に専念する環境が確保できた｡

以下は,赴任後1ケ月たった時点で,親しい友

人や学会仲間などに送った近況のメールである｡

パプアニューギニアに着いて, ちょうど一 ケ月

が経 ちました｡

普段であれば,一 ケ月とい うのは十分にいろい

ろ仕事ができるほどの長い時間なのですが,私が

この間やったことといえば,住居 を見つけ,引越

し荷物を整理 し, 日本の免希をパプアニューギニ

アの免韓に書き換 え,卓の登録を し,大学の研究

室を確保 し,最低限の生活用品をそろえ,一昨 日

ようや く電藷がっ き,昨 日メールが使 えるように

なった, といったところで, ようや くこれか ら仕

事をする愚努が整 ったとい うところです｡

それだけのことをやる中で も,籍嬢いろいろな

出束事がありました｡

まず住居ですが,私のような個別沢渡の専門家

の場合,カウンターパー トと働 く蝿場 (私の場合

は,パプアニューギニア大学)那,住居 を故供す

るのが原則 らしいのですが, これは実際には難 し

く,現実にはJICAが住居 を借 り上げ る形を とる
ことが多いようです｡

パプアニューギニアの都市, とりわけポー トモ

レスビーは冶妾が患いことで定常があります｡ と

いっても爆弾テロがあった F),白昼銃撃戦がある

とい うわけではな く (後者はたまにあるようです

が),鋭などで脅 し辛を止めでのホール ドアップ

千,押 し込み強盗の類ですが,新開には報渡 され

ないほど, 日常茶飯事になっています｡ そのため,

一般住宅地の家で も,周囲は高い金網で囲まれて

いて, その上に有刺鉄線が張ってあ り, なおかつ

よく吠 える揮猛 そうな犬を何頭か飼 っているとい

うのが,普通です｡ そのため,タト国人や,ニュー

ギニアの人で も裕福 な人は, より妥仝･対策が保舌正

されている集合住宅に住 むようになっています｡

そん なわ けで, 私が借 りることにな った家 も,

そうしたタト国人向けの高級集合･住宅ですが,家具

付 きで,広い居間 のほかに寝室が3つ もあるとい

ラ, 日本では考えられない菅沢な家です｡下の階

にはオフィスが入 っているのですが,特別 の鍵 を

希 っている住人以外は,エ レベー ターに乗って も

上階の住居部分には上が ってこられないような仕

組みにな っています｡玄関には24時間,2名以上

の曹備 員が常駐 していて,その うち1名 は- ンデ

ィ トーキーを韓 って,夜 中で も建物 の中を巡回 し

ています｡地下の駐車場 も,鍵 を希 った住人以タト

は卓 を入 れ られ ない よ うに鼓す されて い ます｡

(他の外 国の事例はあまり知 らないのですが, こ

うしたセキュリテ ィシステムに関 してだけは,悲

しいことにパプアニューギニアは ｢先進国｣です)

辛の方は,私 と入れ速いに帰国 した知 り合･いの

大使館 の人 の卓を確 り受け,(中音の 日産プ リメ

ラですが,140万円も しました｡ これは別にその

人が高 く売 りつけたとい うわけではな く,パプア

ニューギニアの中古車の相場が鼻骨に高いためで

す)｡早速,車の登録に出向い たのですが,車の

チェ ックは,ボ ンネッ トをあけるわけで もな く,

ウィンカーを左右に出 し, ワイパーを動か しただ

けでOKとな りよした｡街には,美 しい 日本車 も

たくさん走 っていますが, それと並んで, リヤガ

ラスがな くてシー トを張っていた r),ボ ンネッ ト

が潰れていたり,明 らかに整備不 良で黒煙 を上げ

て走.っている車が堂々と閑や しています｡

その理由が, この ｢車検｣のシステムで納得で

きました｡

ところで, その新 しく登録 してナンバープ レー

トを もらった阜 ですが, それか ら10日も経たな

い うちに,露夫の駐車スペースに停めていたわず

か20分 くらいの間に,見事 にナンバー プレー ト

を盗 まれて しまいました｡盗艶卓に付け替 えるか,

それを使 って犯罪に使 うためだろ うとい うことで,

早速 ｢事件｣の報告のため,警察のおせ藷になる
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ことにな りました｡そんなわけで,現丘は付け替

えた2代 目のナンバーで走 っています｡

大学の研究室は,引出しの全部はず されたれと

ファイ リングキャビネッ トが一個,それに電藷が

あるだけで,ブロック塀に囲まれた,独身 のよう

な殺J乳景な部屋ですが, これはほかのスタッフも

大同小異で, ともか くも個室をもらえたというだ

けで有粗 く思っています｡

JICAの阜門家としての私 の仕事は,｢社食調 査

手法｣(都市貫回対策)ということになっていま

す｡ したがって,形式的にいえば,私は ｢社合駒

査手法｣とい う ｢放射｣を ｢移転｣する仕事をす

るということになるのですが,実際には, もちろ

ん ｢移転｣で きるほどの汲術が私にあるわけもな

く,カウンターパー トの,パプアニューギニア大

学の人類学 ･社合学科の溝師であるジ ョン ･ムケ

氏 (ニューギニアの高地出身で, まだ宕いのです

那,ケンブ リッジで学位 を取 った,大変頭の切れ

る,人間的に も信頼できる男です)と協 同して,

ポー トモレスビ-の移住者集落(セ トゥルメント)

の萌 査研 究を行ない, その実惑わ鑑 をした上で,

JICAに対 し,セ トゥルメ ント住民の生活政首と
｢官困対 策｣につながるような,具体的 なプロジ

ェク トを足音する, というものです｡ とはいえ1

年間とい う限 られた時間では,実際には, その手

前 までこぎつけて ｢後任｣にバ トンタッチするの

が希一杯のところだろうと思っています｡

ムケ氏には,去年の互はじめて出合 ったのです

那, もと もと考古学出身 とい うこともあ ってか,

水連合社 のコンサルタントとして碕け負った仕事

を臭城に,ポー トモレスビーの多数のセ トゥルメ

ン トの包括的な実思萌査 (僕のような狭.い参与観

察的な萌査ではなく,インフラの伺鞄などを含め

た, もっと広範囲ではるかに ｢地理学的｣な?萌

査)をすでにかなり進めていました｡僕が まきっ

てい るのは, このテーマに付 き合ってきた21年

という時間の長 さくらいのもので, その意味で も,

本当に対等の ｢カウンターパー ト｣と呼べる研究

者です｡

そもそもなぜ僕が, こうした立場で こ こにいる

のか とい えば, 自分がこの21年 間やって きた

｢研究｣という仕事の ｢意味｣を,現実に少しは

関与する形で問うてみたかったとい うことにつき

ます｡ この何年か, 自分の中にそんな思いが募っ

て束るのと同時に,セ トゥルメントを取 り巻 く状

況が厳 しくなり,ポー トモレスビーの都市景観の

整備 と美化が進iI一方で,セ トゥルメント住民の

生活の糧である路上での物売 りや,生活の場であ

るセ トゥルメントの◆存在その ものも,｢犯罪の温

床｣や法と秩序を乱す元凶として,排除される傾

向が 強まって きました｡それを横 目で見なが ら,

その状況を ｢乾述｣し,外部から ｢水利｣ しっづ
けることが もし ｢研究｣ であるとするなら,(少

し格･好つけていえば) 自分はむしろ額藤的にそこ

か ら逸脱 してみたいと思ったのです｡

しか し,JICAや 大使館という既存の ｢回路｣

にそれほど期待 して いたわけではない し, また,

自分がそこに関与 しうるとも考えていませんで し

た｡今までの自分の限 られた体験の中では, こう

した鉦織にいる人 たちが, 自分の仕事に輿味を示

して くれたという覚えもなければ,一緒に仕事が

で きる存在と も思えたことが なかったか らです

(その逆 の反応を感 じることは しば しばあ りまし

たが)｡そうした僕 の ｢偏見｣を変える最初のき

っか けは,JICAか ら出向 してパ プアニ ューギニ
アの日本大使館に勤務をしていた一人の人との出

合いで した｡(この出合いのきっかけを伴ってく

れたのは,南米で 3年間協力隊の経験 を待 ち,そ

の後お答えに学士入学 して,僕が辛藷の拍尊に関

わ り,現在お答えの博士裸程にいる学生です)

その人と,昼食を一緒に して,僕の仕事の藷を

したら,そこにぜひ行 ってみたいので連れていっ

てほ しい , と言わ れ,(その集落は,郊タトの広大

なごみ捨 て場 の奥にあるとい う立地 も手伝 って,

地元の人で もふつ う近づかないところだったので

すが)早速案内しました｡それほどショックを受

けた様子で もなく, 自然に板弁いなが ら,住民と

温子を しているその人を見て,(.1ユーギニアの

ようなia地に飛ば された不幸 を耐 え忍びなが ら,

次のもっとまともな任地に行 くまで余計な トラブ

ルを起 こさないように, ことなかれ主義で振舞っ

ているかのようにさえ思える一一 これも,僕の偏

見です一一大使館 員の中では,その人はとてもよ

い意味 で ｢タトれた｣人であったのですが), こう

い う人がいるのなら, もしか して一緒に仕事がで
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きるか もしれないと感 じました｡

それか ら,こちらの仕事を嶺極的に ｢売 り込tl｣

ような形で,大使館やJICAの人 たちと藤蝕を韓

つようになったわけですが, こんなに早 く, そう

した ｢夢｣が実現するに亙 った背景には,おそら

く僕 の仕事が ｢貰われた｣ とい うこと以上に,イ

ンフラや産業だけでな く,社食開港に も日を向け

てい こうとい う,JICAとい う紅鈍 の志向性 自体

の変化 (あるいは多様化)があったことは聞達い

あ r)ません｡ ともあれ,す ぐには形や数字になf)

に くいこうした分野を子がけよ うとい うJICAの

側 の意欲や期待を損なわず,(しか し時間がかか

る仕事であることは間壇いないので)継続的なプ

ロジェク トとして根付かせるためのカに少 しはす

畝で さればと思っています｡

さて,｢建前｣の藷は この くらいに して,最後
に ｢本音｣(弱音 ?)を少 し吐いておきます｡

これまで僕がポー トモレスビーでフィール ドワ

ークをするときは,妥宿とセ トゥルメン トの掘 っ

立て小屋の間を行 き来するのが骨で した｡(しか

し妥宿 とはいえ,電気もなく,200 軒以上 の集落

に屋外水i畳栓が2本 しかな く, それもしょっちゅ

う断水するとい うセ トゥルメン トの環境か ら比べ

れば, シャワーがっかえるだけで も大国なのです

が)｡ そ して最近では,｢萌査｣ とい うよF), たと
えば, 夕食後,いつのまにかまわ りに集 まって く

るセ トゥルメントのおば さんたちの井J}端合議で

の噂藷や愚痴 (うちの亭主はろくでな しで,給料

を仝一部飲んで しまった勺,デ ィスコで壇んでばか

I)いて,ぜんぜん家に金を入れない--といった

類の) を開きなが ら,人 々の生活世界 の ｢リア リ

テ ィ｣を共有 した気分になっていました｡

しか し, この1ケ月,ポー トモ レスビー とい う

空間に身を置きなが ら, そうした生活か らは,逮

ざか f)続けています｡到着 した宴E=二は,空港に

わざわざi色えに束て くれていた家族 たちと ｢感激

の阜合｣をし, その夜はセ トゥルメン トで一緒に

夕食･を食･ぺました｡ その後 も,集落を何度 も奇ね

てはいます. しか し,今までのように寝泊 りする

ことは してい ません｡ 先週 は集落の 中で,女性

をめぐっての些細な トラブルが こじれて, 弓矢や

手製の銃 まで韓 ち出 しての集落全体 を巻 き込んだ

大きな争いが起 こりました｡幸い死者は出ていま

せんが,弾を受けて書傷 を負い入院 している人が

何人 かいます｡僕_の もう17年間付 き合 って いる

家族 も,現在 そのセ トゥルメン トを離れて, もっ

と郊外のワン トークの家に ｢疎開｣中で, そんな

理由も手伝 って,近づけなかったとい う事情 もあ

ります｡

このEl曜 日には,久 しぶ りにその家族 を奇ねて,

一緒に飯 を食べ ました｡慣れ親 しんだ雰囲気に身

を置いているためだけでな く, そうしたこれまで

自分にいわば ｢裸 してきた｣行ないを果た してい

るとい うことによって,何か妥堵 している自分･が

いました｡

そ して次の 日,車でJICAの事務所に向か う途

中の ことです｡何だかタトの風 景と, 自分 の間 に,

ガラスのフィルターが隔たっているような,タトの

世界に現実感が もてないような,奇妙 な疎タト盛を

覚えたのです｡

分不相応な ｢豪邸｣での暮 らしが,今 までのよ

うなフィール ドワークの身体感覚を狂わせて しま

って いることは間速 いあ りません｡｢特権 階級｣
(まさに援助貴族 !)の生活 を享受 しつつ,底攻

の人 々の リア リテ ィを共有 しようなどとい うのは,

セ トゥルメン トを日常生活の場 としなが らよr)も,

はるかに因数である (不可能である) し,倣性で

あることは言 うまで もあ りません.

しか し考えてみれば,実は, 自分が今 まで 日本

とニュー ギニアの間でやっていた2つの世界 の間

の往還を (日本ではこんな高級住宅には住んだ こ

とはあ りませんが),ポー トモレスビー とい う同

一の空間の中でやっているだけのことにす ぎませ

ん ｡ それは,予想 は してい たもののそれ以上に,

落ち着かない (自分の中で まだ萌 登がっかない)

気分です｡

おととい のことです｡私の新居 を奇 ねて きた

｢お父 さん｣ と次男 のマイケル (30近 くで, もう

結婚 もしています)を部屋に招 き入れ,朝食を振

舞いました｡広々とした居間のソファーにすわ り,

なんとなく落ち着かない雰囲気のマイケルの衷情
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や しぐさ, そして,朝子の悪い (もう日本ならと

っくにスクラップになっているような)ワゴンを

だま しだ よし運転 して きたマイケルが,私 のヰ

(高額で 貰ったことは言い出せず,知 り合 いか ら

の借 り物 とい うことになっています)を運転 して

いるときの,快感 と建和感が入 り混 じった彼 の衷

情が心に引っかかっています｡

それは,僕 の勝手 な思 い包み を含 めて言えば,

｢なぜお帝だけが･･････｣とい う心情であったよう

に思います｡ この ｢なぜお節だけが-- (いい思

いを している, あるいはこんなにすぼ らしい物を

祷てるのに俺 たちには何 もないんだ)｣ とい う感

情は,大げ さに言えば,西洋人 とその物質文明と

出合 って以東,ニュ-ギニアの人 たちが韓 ちつづ

けている,や りきれない ｢不条理｣にはかな りま

せん｡

そ してこの思いを含んだ視線は,牛に何回 しか

危行城がお りてこないようなタト部 と隔絶 された奥

地の村 の人であれ,首都 のポー トモレスビーを歩

いている人であれ,僕が これまでいつ も感 じてき

たものです｡

そ してそれこそが ｢現実｣なのであ r),今 まで

セ トゥルメン トや村で, つかの間の ｢共同生活｣

を して いた自分の存在や行い こそが,(政略を含

んだ)演捜 (フィクション)であったとい うこと

なので しょう｡

そんな蛮たf)前のことに,今あらためて気づい

て当惑 している自分は,｢フィー ル ドワーク｣の

伺確.性や萌査研究者の ｢位 置性｣などとい うこと

を, えらそうに言い立てなが ら,実はやは りその

｢共同幻想｣に 自ら酔っていたのか もしれません｡

とすれば, このポー トモレスビー とい う空間の

中での,厳然と した ｢格差｣ と ｢隔錐｣(セキュ

リテ ィに厳壬に守 られた貴塞 のような家に住み),

そして ｢上下開催｣(丈字通 り衛 を上か ら見下ろ

している自らの楓線) こそが, 自らの丸鋸 えるべ

き ｢現実｣なのだろうと思います｡

そ して,籍局はそこか らしか, 自分は何 も発言

したり行動 したりすることはで きないのだとい う

ことを唾亀すること, しか し, それは自分が発言

したり行動 した りすること自体が魚意味であると

い うことでは決 してな く, そうした現実を直視 し

た上で, そこか らどこまで,何がで きるのか (で

きないのか)を自らに問 うとい うところから, 良

分のこの1年の仕事 (す くな くとも ｢開発｣とい

う名に 関わる,偉そうで,怪 しく,危 うい仕事)

が始 まるのだとあらためて思ったことで した｡

とりあえずの近況報告のつ もりが,つい長 くな

って しまいました (藷の長いのだけは,どこにい

て も変わ らない ようです )｡ ご迷.轟で なければ,

また時祈,近況報与を送 らせていただきます｡

ど うかお元気で

4.赴任後1-3ケ月

パプアニューギニアの都市問題と都市政策

生活基盤が整う頃から,本格的な活動を開始し

た｡まず着手したのは,都市の移住者集落 (セト

ウルメント)に関わる政策を形成する主体となっ

ている,国会議貞や行政関係者と接触し,情戟を

収集するとともに,個人的な縁を作ることだった｡

それによって自らの存在を認知してもらうととも

に,私がこれまでの調査研究で獲得してきたセト

ウルメントの現実への認識を,そこに幾ばくかで

も反映させたいと考えたからだ｡こうした活動を

行うにいたる背景を理解してもらうためには,セ

トウルメントを含むパプアニューギニアの都市間

題と都市政策を取り巻く状況を,少し説明してお

く必要があるだろう｡

パプアニューギニアにはこれまで,中央政府レ

ベルでも,州政府,都市行政府レベルでも,明確

で体系的な都市政策というものが存在してこなか

った｡その中で,都市の移住者集落 (セトウルメ

ント)をめぐる問題も,事実上放置されてきたと

いってよい｡しかし,1999年に,国会に,パプ

アニューギニアの都市間題に関する基本政策を提

言す る特 別委 員会 (specialParliamentary

com itteeonUrbanizationandSocialDevelopment)

が創設された｡その座長を務め,実質的にも主導

的役割を果たしているのは,ポートモレスビー南

地区から選出された,白人女性のキャロル･キド

ゥ (CaroIKidu)である (彼女は,LadyKiduと呼

ばれる｡Ladyは敬称だが,以下ではキドゥ女史
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としておく)｡この委員会からは,すでに2編の

報告書が答申され,急ピッチで新たな都市政策の

策定が進みつつある｡ キドゥ女史は,首都特別区

(NCD)の,同趣旨の委員会の座長も務めている｡

そもそもポートモレスビーにセトウルメントが

形成されるのは,第二次大戟後のことである｡ 大

戦後のポートモレスビーは,オーストラリア領パ

プア (ニューギニア島東南部)と国連の委任統治

領ニューギニア (ニューギニア島東北部と周辺の

島々)を統括する行政中心地となった｡行政機能

の拡大に伴って,政府官吏用の住宅地や道路など

が新たに開発され,都市域も拡大した｡それによ

って生じた建設需要をになう労働力となったのが,

近隣の村々からやってきた人々である｡ これらの

早期の移住者は,当初,建設現場の仮設住宅など

に収容されていたが,次第にそこから逃れて,市

内の空閑地に掘立小屋を立てて住み始めた｡これ

が,ポートモレスビーのセトウルメントの始まり

である｡

こうしたセトウルメントは,長い間,都市計画

や住宅政策の枠外に放置されてきた｡ しかし,独

立 (1975年)直前の1973年に,帽β市地域のため

の自助的住宅計画』と遷された政府自書が公表さ

れた｡これは,こうした都市のセトウルメントの

存在を公認し,上水道 ･電気 ･ごみ処理等のサー

ビスの供給,集落へのアクセス道路の建設,住宅

の改築資金の融資といった,公的援助を行なって

いくべきことを提唱した,画期的なものだった

(熊谷,1985)｡ この方向性は,都市の住宅供給を

担当する国家住宅局(NationalHousingCommission)

によって,部分的には実現された｡しかし,その

適用は,政府有地上の集落に限られ,ポートモレ

スビーの市域の5分の2以上を占める,モツ族や

コイタ族など在地の人々の慣習法的共有地上に立

地する集落には,こうした公的援助は届かなかっ

た｡

その背景には,植民地時代に,政府がこれらの

慣習法的共有地を,二束三文の価格で ｢不当に｣

買収してきた歴史に対する,地権者側の不満と政

府-の不信感が存在する｡1950年代までの早期

に形成された慣習法的共有地上のセトウルメント

の場合,その形成の当初においては,地権者の了

解が存在した場合が多い｡これは,これら移住者

の出身地であるセントラル州やガルフ州の海岸部

の村々と,モツ族の人々が,｢とり｣と呼ばれる交

易を行い,社会関係を持っていたことによる｡ し

かし,その後の継続的な移住者の流入により,セ

トウルメントの規模は拡大した｡また1960年代

後半以降は,新たに高地地方からの移住者により,

地権者の同意なしに新たなセトウルメントが形成

されていった｡こうした状況の中で,慣習法的共

有地の地権者は,セトウルメントの存在に次第に

ネガティヴな態度をとるようになっている｡ こう

した中で,政府が,地権者の頭越しに,セトウル

メントにサービスの提供等の援助を行うことは,

これらの集落の存在を恒久化することを意味し,

地権者からも受け入れられなかったという事情が

ある｡

国家住宅局は,もともと都市住民のための公営

賃貸住宅の建設とその維持管理を主な役割として

設立された｡しかし,1980年代半ば以降は,質

貸料の回収の滞りや維持コストの増大による採算

の悪化から,既存の賃貸住宅をその居住者に売却

する｢持ち家政策｣(HomeOwnershipScheme)に

転じた｡その結果,運良く,住宅を取得できた階

層と,それが困難な層,あるいは新たな移住者た

ちとの格差が開くことになり,フォーマルな雇用

を得ていてもセトウルメントへの居住を余儀なく

される住民が多く生まれている｡

このように,セトウルメントは,都市のフォー

マルな住宅供給が限定される中で,実質的なオル

タナテイヴを提供してきた｡しかしながら,セト

ウルメントへの公的援助は,上述のような住宅局

の採算の悪化と効率重視の傾向の中で,80年代

後半以降はス トップしてしまっている｡1973年

の政府自書が提唱したような,住宅供給のオルタ

ナテイヴとしてセトウルメントを認知し,その改

善を図っていくという理念は実現されていない｡

その一方で,冒頭に述べたように,近年,セト

ウルメントに対する政府の態度は明らかにネガテ

ィヴな方向性を強めている｡90年代後半以降,

こうした住民にとって重要な収入源となっている

路上での物売りの摘発や排除なども,｢都市美化｣

の名の下に頻繁に行われている｡新聞などマス ･

メディアの論調もこうした方向性に追随していて,

都市への無規制的な移住者の流入とセトウルメン

トの拡大が都市の犯罪や治安悪化の主因であるか

のような議論が支配的となりつつある (熊谷,

2000)0

私は,セトウルメントの問題に長年関わってき
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た研究者として,こうした風潮が,セトウルメン

トの存在の実態と現実をふまえておらず,またそ

こにセトウルメント住民の声がまったく反映され

ていないことに,危倶を抱いていた｡しかし-外

国人研究者としての発言や行動の力には限界があ

る｡ それが,今回JICAの専門家と言う立場でこ
の間題に関与しようと考えた動機でもあった｡

JICAがセトウルメントを含めた,都市貧困対
策プロジェクトを実施する上では,政府の都市政

策がどのように定められるかが大きな問題となっ

てくる｡ 外部者であるJICAは,当然のことなが
ら,当事者である国家や自治体の政策の枠内でし

か活動できないからである｡したがって,都市政

策の策定に関わる国会議員や行政関係者たちが見

ていない (見ようとしない)セトウルメントの現

実を提起することは,単に研究者としての自分の

｢良心｣に基づきながら,自らが長年関わってきた

セトウルメント住民の｢代弁｣をするという意味を

持つだけではない｡自らの,JICAの専門家とし
ての活動の可能性をできるだけ広げ,その｢貢献｣

の可能性を大きくしたいという思いとも結びつい

ていた｡

セミナーの開催

10月の半ばに入り,私の配属先のパプアニュ

ーギニア大学の人類学 ･社会学科の学科長から,

私が報告するセミナーを開催したいという要請が

あった｡私はそれを引き受けるとともに,自らの

これまでの研究成果をアピールする機会として,

最大限利用しようと,前述の委員会メンバーや,

メディアにも声をかけ,自分で宣伝のチラシも作

り (資料①参照),広報活動を行なった｡そして,

長大な英文原稿と,これまでに撮りためた多数の

スライド,OHP,新たに作ったパワーポイントの

スライドを用意して臨んだ｡

11月15日のセミナー当日の参加者は,40名弱

で,その出席者の多くは,大学の同僚らスタッフ

(学期末試験が近かったこともあり学生の参加は

少なかった)と,JICAおよび大使館関係者を中
心とした日本人だった｡残念ながら,キドゥ女史

も含め前述の委員会メンバーはほとんど顔を見せ

なかった｡階段教室にはマイクがなく声を張り上

げねばならなかった上,冷房のない教室はスライ

ドやOHPを見せるためドアを閉めると耐えがた

いほど暑くなり,聴衆の集中力も途切れがちだっ

た｡そんなわけでプレゼンの出来は,もうひとつ

だったが,パプアニューギニアにある老舗の日刊

英字新聞であるポスト･クーリエ紙の若い女性記

者がセミナーに参加してくれ,請われて僕の口東

発表原稿を渡した｡その2日後,同紙に,セミナ

ーの内容を紹介する記事が掲載された (資料②)0

それほど大きな扱いではなかったが,セトゥル

メントを諸悪の根源とみなすような議論が単純す

ぎ,現実を反映していないという,私の主張の一

部は的確に紹介してくれていた｡小さな記事だっ

たが,目に留めた人は意外に多く,意外な人から

記事を読んだとの感想をもらった｡しかし,私に

とって何より嬉しかったのは,セトウルメントの

住民自身から,この記事と私の主張を支持する声

をもらったことだった｡

セミナーが終わり,一息ついた11月末に,キ

ャンベラにあるオーストラリア国立大学の太平洋

学研究所で開催された,パプア文化をテーマにし

た国際シンポジウムに参加した｡日本経由で流さ

れてきたメールで開催を知ったのだが,同研究所

の人文地理学科には,今まで何度か客員研究員と

して滞在したことがあり,報告者に多くの知人が

名を連ねていたことと,少しアカデミックな雰囲

気に身を置きたい気持ちがあったからだ｡カウン

ターパートのムケ氏もコメンテーターとして名を

連ねていた｡もちろん,これは専門家としての職

務の外なので,参加は自費,配属先のパプアニュ

ーギニア大学とJICAに許可をもらっての渡航で
ある｡ この会議については,菊揮 ･熊谷 (2001)

を参照していただきたい｡

以下は,赴任3ケ月目の,クリスマスを前にし

た時期に,したためたメールである｡

ご魚沙汰 していますが,お元気でお過ごしのこ

とと存 じます｡

こちらは相変わ らず夏ですが,街はクリスマス

気分です｡浪子やかなイル ミネーションこそない

ものの, クリスマスソングが流れるや, スーパー

マーケッ トでは,売 り子が赤い帽子をかぶってい

たり, クリスマス用品が売 られていたりします｡

警備 責に守られたスーパーの中で,沢山貰い物を

して車で帰る人 もいれば, そんな生活とは縁のな

い人 もいます｡

ク リスマスになると,犯罪も増えます｡ この2

週間 のうちにJICA開催者だけで,二人 も路上で
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SettlementsinPortMore8by

CancerintheCityorSlumsofHope?

Fz･oR2my20Yearsexpen'eLZCel'DaSL'RZbzLPeople'sSettlementatSl'x-Ml'Je

KeichiKumagal
(As sociateProfessor,Dept.ofGeography,OchanomizuUniversity,Tokyo

VisitingScholaroftheSettlementResearchPrqject,

DepartmentofAn thropologyandSociology,UPNG)

DepartmentalSeminar

4:00-5:00p.孤.Wednesday 15November2000

SLT(ScienceLectureTheatre),UPNG

Recentgrowingconcernabout̀山egal'SquatterSettlementsislleadingunreSeⅣed

hostilitytowardsthesesettlements.Itiswidelyperceivedthatsettlementsare

sources0fcrimeandwithouteliminationofthesettlementsurbanlawandorder

problemscannotbesolved.Butwouldthelawandorderproblemsdisappearonce

thesesettlementsareremoved? Whereshouldthesettlersgo?Shouldtheybe

repatriatedtotheirruralvillagesandwouldthey happily settlethere?Is

resettlementorrepatriationasolutionorthebeginningofanotherproblem?

Prof.KumagaihasbeenvisitingSimbupeople'ssettlementatSix-milesince1980.

Hehasstayedwiththepeopleandgatheredinformationonpeople'slifethrough

informalinterviewsandparticipantobservation.Basedonhis20yearsexperience,

thepresenterishighlightingwhattheessentialproblemsconcernlngSettlements

are,andstressingthatdeeperunderstandingoftherealityofthepeopleandtheir

livesinasettlementwouldbecrucialfortheurbanpolicymakingandasustainable

urbandevelopment.

Allarewelcomed.

資料① UPNGセミナー (2000年11月15日)開催案内 (自作)
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Squatters
ǹotsole

sourceof
■
crtme′
ByJACQUELINE
KAPIGENO

SQUATTER settlers
in PortMoresby and
other urban areas
shouldnotbeblamedfわr
thecrimeproblemsof
thecountry.
Settlements should
notbeseenasbreeding

groundsforcriminals.
ThiSWastheviewora
Japanese researcher
who has visited the
Chimbupeopleatthe
Six一mile settlement
since1980.

KeichiKumagal,an
associateprofessorin
geographyattheOcha-
nomiヱuUniversity,Tok-
yo,Japan began his
TeSP･arChattheitaga-
mugaSettlementatSi3('-
mileinabidtounder-
standtherealityorpeo-
ple'slivesin asettle-
ment.
Heisattachedtothe
JapanlntemationalC0-
0perationAgency-
h hisfindingstitled

Settlements in Port
Moresby:C弧C･erin the
CityorSlumsofHope?
at the University of
PNG,ProfTessorKurrla･
galSaidrecentconcem
was heading "unre-
宜erVedhostilitytowards
settlements".
Hesaiditseemedto
betaken thatsettle-
mentswerethesources
orcrimealldwithout
theirelimination,urban
crime problems could
notbesolved.

"Crimina二.:I:1liveevery-
wherein Iud:th settle_
mentsaLndsi=む,Lljrbs.Soif
thepeoplein1-･h.ecomT
munities real_;まv hate
crime,theymustgetrid

資料② UPNGでのセミナーを報じた記事 (2000年11月17日付)

強盗の親書に遭いました｡複数の人間ですれ速い

ぎょ,後ろか ら襲 って荷物 を強李するとい う手口

です｡幸い二人 とも怪我の方は大 したことがなか

ったのですが,何 とな く,街 をす く時には普段 よ

りも緊張 している自分がいます｡

赴任 して3ヶ月が経 ちま した｡ ｢研 究者｣ と

｢実践者｣の境界 を行 き束す る生活を自分な りに

enわyしています｡

今,ポー トモレスビーでは衛の亙 るところでi邑

路工事中で,都市空間が音を立てて変わっていま

す｡都市景観の ｢近代化｣｢西欧化｣が逢i;一方
で,私が研究対象としてきたようなセ トゥルメン

トに住 む人 々の生活 は確 実に 貧しくなってお り,

格差が開いているとい うのが実感です｡ そ うした

中で,新開等のメデ ィアでは,セ トゥルメントが,

都市の犯罪や治宴の悪さの元凶になっているとし

て, その耕蛤を求める声が高まっています｡国会

の都市間輿皐月合で も,慣習法的な部族共有地上

に立地するセ トゥルメン トの耕除とい う方向性が

谷中されようとしています｡

国合の都市問題委員会 と,首都政府 の都市間海

食 貞合をともに主宰 しているのが, オース トラリ

ア 出身 の女性 国会残月LadyKiduです｡ 彼女は,

ofthose involved in
criminal aぐl′ivitiesをom
theircommunities.

Professor EIJlfnagai
alsosaLidsettlerswere
notsimplyattractedby
the so-called bright
lightsofthecitybecause
theyhadfairreasonsto
traveltoPortMoresby.
つもeyareseekingfor
more opportunities
whicharenotprovided
intheirhomearea,there
are opportlmities f♭r
casi▲income,bet･teredu-
cationandsoon.
HesaidbecauseOf
thesereasonsarepatria-
tionprogram mightnot
beaLTairsolution.

どこかの国と同様,金権 と汚職にまみれたパプア

ニューギニ アの国合議 貞の中では,NGOなど と

もつなが りを待 ち,女性 の権利向上などにも嶺藤

的ななかなか見親 のある人です｡ しか し,死別 し

た最高裁の長官を務めたパプアニューギニア人の

夫が,地元の慣習法的な共有地の所有権を待つ部

族 出身で, そのえ韓 を得て,ポー トモレスビーの

南地区か ら当選 しているとい う背景 もあって,セ

トゥルメン トの閉考に関 しては,明 らかに部族共

有地の所有者側に同情的な立場で, これらの集落

を建法をものとし住 民を農村に送 F)還すべきであ

るとい う愚度 をとっています｡

パプアニューギニアの人 々はもともと農村に帰

属 してい たのであ り, 自分 の土地に及 ることが

｢自然｣なのだ, とい う主張には,僕は,彼女が

白人であ り, 旧宗主国のオース トラリア出身であ

るとい うことも手伝 って,どこか櫨民地主義的な

匂いを感 じて しまいます｡

いずれに しても, こうした集落が蓬法なものと

して耕瞭 され る方向が完全に 固まって しまえば,

JICAがそれらの集落への援 助を企 画す ること も
困艶に なるわけで,｢倉困対 策｣ とい う私の仕事

に も,難 しい制約がはめ られることにな ります｡

そう した中で,11月15日に,大学で私のセ ミ
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ナー (講演)があ りました｡セ トゥルメン ト敵楓

の風 潮に稗を さす よ うな, 間鞄猿超 を しようと,

いささか鶴戦 的なタイ トル (SettlementsinPort

Moresby:CancerintheCityorSlumsofHope?)をつ

け,件の国合議 貝や委貞合のメンバー,新聞社に

も自分で案内を配 りや きました｡

今 まで何度 とな く日本の学舎 ･研究合はもちろ

ん,潅夕卜の大学で も英藷で藷を してきたテーマな

のですが,今回ばか りは, まさに現場で,刻 々と

動いている状況の渦中において, 自分のやってき

た仕事 の具体が問われるわけで,｢使雅な｣学舎

発表とは速 い,鼻剣勝 負で気合が入 りました｡

宴日の聴衆 は,JICAや大使館関係者を含め40

人ほどで,都市間:鞄委 員合のメンバーたちの出席

が少なかったのが残念で したが,冷虜 もマイクも

ない階段教室で,汗だ くになりなが ら1時間あま

り藷 をしました｡ パワーポ イン トのスライ ド10

枚 (結局 宴EI根城 の羽子が悪 く, 用意 して いた

OHPシー トで代 用) と普通のスライ ド30枚を ま

じえ,発表原 稿 もA4で15枚にもなったので すが,

僕 としては珍 しくほぼ予定時間内に終え, その後

質疑応答とな りました｡カウンターパー トや同僚

たちといった ｢味方｣が大半を占めたこともあ F),

コメントはいずれも好意的なもので した｡

長 く付 き合 って きたセ トゥルメン トの家族の長

男のジョー (パプアニューギニア大学を出て,現

在は,政府のNationalPhnningOfficeに勤めてお

り,1ヶ月ほ ど続いた予算 編成期には,卑 E)オフ

ィスに泊 り吐みで仕事をしていた, 日本の官僚顔

負けの仕事熱心な奴です)は,予算鶴戊で忙 しい

千,発表の粛 日,僕 の家に泊まりこんで僕 の発表

原稿を夜逢 くまで直 して くれました｡彼 自身 もま

だセ トゥルメントに住みつづけている宴字音で も

あるのですが,僕のセ ミナーが終わって,いろい

ろもや もや していた開港が霧が晴れたように整理

されたよ, と常傭 して くれました｡

セ ミナーの席に,仝･回紙の日刊英字新開である

ポス ト･クー リエ紙の-女性包者が束て くれていて,

翌週の月曜 日に,私 のセ ミナーを紹介する能事が

載 りました｡

｢ス クォッタ-那,犯 罪の唯 一の源では ない

(sqlatterS ǹotsobsourceofcrime')｣とい うタ

イ トルで,縦長の1段で, それほど大きな.扱いと

はいえませんが,希われて乾者にプレゼ ン原稿を

手渡 していたこともあ り, 内容的には, こちらの

言 ったことを (すべてではあ りませんが) きちん

と紹介 して くれていました｡1)犯罪者 はセ トゥ

ルメン トに も,普通の住宅地にもいるので, セ ト

ゥルメン トのみを犯罪の元凶とするのは潰 ってい

ること,2) もし人 々が本宴に犯罪を凍漉 しよう

とす るならば, コミュニティレベルでの二取り組み

が肝貴 であること,3)セ トゥルメントの住民は

単に考えな しに都市の魅力に惹かれて出て くるの

ではなく, その背景には,現金収入城合や教育サ

ー ビス等をは じめ,都市と農村 との厳然とした格

差が存底するのであ f),人 々はよf)良いチャンス

を求めてやってきているのだとい うこと, そ して

4) この格差が解 消 され ない限 り,｢農村 -の送

還｣は問鞄 の解決にはならないで あろ う, といっ

た内容 (いずれも当たF)帝のことばか りなのです

が)で, それほど声高ではな く, さりげなく僕 の

主張が紹介･してあ F)ました｡けっこう読んで くれ

た人 は多いようで,いろいろなところで声をかけ

られたり,名前を覚えられていた りします｡

LadyKiduには, その後合 う場合 があ り, その

際に当日の蚤衷原稿を渡 しておきました｡

先週の日本大使館主催 のパーテ ィで-再会 した時

には, その原稿 を読んでいて, セ トゥルメン トの

間確 と犯罪対策の問題 を同一楓すべ きではないと

い う,あなたの考 えには私 も賛成すると藷 ってい

ました｡私はセ トゥルメントをブル ドーザーで潰

すつ もりはないのだ, と2度 も錬 f)逢 していたの

は, おそらく僕 のセ ミナーの内容が,現丘 の都市

政策の方向性への批判であることは了解 していた

か らで しょうO

｢権力｣や政策決定の現場 とつかず韓れず開催

を保 ちなが ら, そこに自らの主張の影響力を少 し

で も浸透 させてい くよう努めるとい うのは, なか

なか骨の祈 れる作業ではあ ります｡昨年,民族学

合や人文地理.学食･で発表 したように,研究者 とし

ての領域を ｢逸脱｣ して,政治的なア リーナに身

を置 きつつあ るとい う実感が あ ります｡ しか し,

僕 自身は結構 その状況を楽 しみなが ら, それな り

に克実 した阜 日を過ご しています｡
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久 しくアカデ ミックな雰囲気か ら遠 ざかってい

たこともあって,先 日,キャンベラのオース トラ

リア国立大学で の,PAPUANPASTと:曝 した合･議

に自費参加 してきました｡

行 く帝は,顔見知 りの中高年の研究者が顔 を揃

えてい ることもあ り,pAPUANRESEARCHEfB'

pASrになるのでは ないかと勝手に想像 していた

のですが,言藩学 ･考青学 ･丈化人類学 ･地理学

などの研究者が,相互乗 り入れ していたのと,報

尊者に は,籍凍蒼 チ (といって も40代 くらい)

の切れ味のよい番長 も含 まれていて, なかなか刺

激的で興味深いもので した｡私 も, フロアか らコ

メントしたf), 多くの研究者 とインフォーマルに

意見交換 を し, それな りに有意義な時間を過ごし

ました｡

しか し,われわれが以骨,民博 の英丈蕊 に特集

号 として発表 した高地周縁部 の研究をは じめ, 日

本人の研究が思いのほか引用されていた (よく言

われることですが,英藷で書けば, 日本人研究者

の研究の官は国際的な水準に速 しているとい うこ

とで し上う)にもかかわ らず, 日本人の参加 は,

私 のほかにはANU滞在 中の二人だけで した｡

何 より不思議だったのは,｢パプア丈化｣を総合

的に議論 しようとい う国際シンポジウムであった

にもかかわ らず,パプアニューギニアか らは,私

のカウンターパー トのムケ氏を含め3名が コメ ン

テーターおよび報%者 として聴かれていただけで

(うち1名は欠席 ),ほかには発表者にも聴衆に も

パプアニューギニアの人は,含 まれていなかった

ことです｡21せ免になろうとい うのに,パプアニ

ューギニア研究が,相変わ らず白人の研 究者のみ

によって鴇 じられるとい う構 図には, あらためて

学問研究と櫨 民地主義という開薙性 を感 じずには

いられませんで した｡

先 日合議か ら点 ってきたムケ氏に上述のような

感想を尊 したら, まったく同 じようなコメントを

自分が合･議の最後に したのだが,会場は沈黙 して

しまった, と言 っていました｡ムケ氏は, オース

トラ リア 国立大学 (ANU)で考 青学 を学び,ケ

ンブ リッジで人類学の博士号を取 った俊才で, オ

ース トラ リアには昔の拍尊教官を含め如 r)合いも

多 くいます｡

しか し, 自分たちの丈化が研究 ｢対 象｣ として

のみ分析 され,主体 としてのパプアニューギニア

の人 々とは魚開催に,アカデ ミックな嶺禽 とその

成果が,パプアニューギニア以タトの場所 (崇主国

として のオース トラ リアをは じめとする先進国)

で昔壊 されてい く状況,一方, 自分たちパプアニ

ューギニアの研究者は, そうした国際的な研究と

情報 のネッ トワー クか ら疎タトされ,乏 しい予算 と

困難 な研究環境の中で昔闘 しているとい う構 図は,

本束学究肌の彼 として も｢異議申 し立て｣をせずに

はおかないものだったようです｡彼 自身 も,その

合議 とは別 に,ANUで,今僕 と共同で仕事 をし

ているセ トゥルメン トの実感と裸麹について,彼

自身の包括的な萌査デー タをふまえた報%を行な

いました｡ ムケ氏は,今一緒にやっているこの仕

事は, 自分にとってや りが いのある仕事で あ り,

僕について,は じめて対等な立場で, 自分たちの

問題 を一緒に考えて くれる外国の研究者に出合 っ

たと藷 した, と言って くれました｡使個人に対す

る帝価は, オース トラ リアの研究者 たち-の恥判

の裏埠 Lとしての通えなものであるとしても, そ

うした汲方向的な開催 こそ, これか らの｢見過国｣

と｢第三世界｣の研究者が意哉的に構集をめざして

い くべ きものだろうと思います｡

1週間ほ ど前,帰国す る協力隊月の人 を貴内し

て, セ トゥルメン トを奇ねた時のことです｡ リー

ダー の一人がわざわざ近づいてきて, この間の新

開盲乙事を読んだけど, よくぞ言って くれた,俺 た

ちの気蒋 ちをおまえはよくわかってる, と.払子を

求め られました｡ 自分が ｢研究対象｣と してきた

その当の人 たちか ら,常傭 されるとい うのは,令

まで経験 したことのないことであり,20年間,い

ろいろな思いを抱 えなが ら,付 き合 ってきた,そ

の時 間と 自分 の行ないが, 間建 って いなかった,

報われたなあと思った一瞬で した｡

そこには,セ トゥルメントの住民たちが,現底

の風潮の中で (声を韓 たない) 自分たちの代弁者

を得 た, とい うポ リテ ィカルな常傭が, 良くも悪

くも含 まれています｡｢表 象｣の権利 とい う根源的

な問題-1われわれ先進国の研究者が,第三世界

の人 々の社会や丈化をどこまで的確に｢表 象｣で き

るのか, またそれが希 きれるのか一一については,

おそ らく突き藷めれば｢NO｣とい うしかないで し

ょう｡ しか し, そう言い切 って しまうことは,汲
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方向的な関係性 の中で不断に問い直されてい くべ

きわれわれの｢表象｣作用のスタイルと質の吟味 と

い う,ダイナ ミックなプロセスとそのための努力

を放東 して, i;しろ他者理解の困難 さの上 に｢居

直る｣結果を もたらしか ねないので はないかと思

いますO僕 自身について言えば, とF)あえず 自ら

の仕事がセ トゥルメントの人 々の｢表象｣/｢代弁｣

行為 として意味 をもつのは,現在 のいろいろな意

味での過渡的な状況の中でのことであることを自

覚 しつつ も, その中で 自らので きることがある限

り,それを追究 していきたいと考 えているのです

が｡

すっか r)長 くなって しまいました｡

師走の慌 しい卑 日, どうか くれぐれもご自愛 く

ださいますよ う｡

ど うか 良い新年と新せ免をお絶 えください｡

2000年12月14日
(は じめてパ プアニュー ギニアの地を碕 んで21年

日の記念 日に)

5.赴任後4-6ケ月

ワークショップの構想

年末から取 り掛かったのは,セトウルメント問

題をテーマにしたワークショップの企画とその準

備だった｡このワークショップは,カウンターパ

ートのムケ民らのグループが,JICAから委託さ

れたセトウルメント調査の報告書が完成に近づい

たのを期に,その内容を報告し,それに村するコ

メントを受けて,報告書の最終版を作ろうという

のがそもそもの趣旨だった｡ムケ民らのセトウル

メント調査は,EDARANU (民営化された首都

の水道供給会社)の委託を受けた1998-99年の

調査を基に,新たにいくつかのセトゥルメントを

調査対象に加え,また社会経済的な実態について

の調査項目を追加したものであり,ポートモレス

ビーに存在するセトウルメントの総人口のほぼ半

分をカバーする包括的なものとなっていた｡ムケ

氏らの調査研究は,政策決定を行う政府の都市問

題委員会を含め,今のセトウルメントをめぐる議

論に欠けているセトウルメントの正確な実態の把

握と,それをふまえた提言を行おうとしていた｡

私は,このワークショップを,内輪の報告会では

なく,こうした事実と提言を核に,セトウルメン

ト問題へのよりオープンな議論を提起する機会に

したいと考えた｡ムケ民らも,それに積極的に賛

成してくれた｡

クリスマス休みに入り人気のなくなった大学の,

考古学実験室で,大学の仲間たちと,何度かワー

クショップの構想を練りあった｡一日 (全日)の

ワークショップとし,午前中に,報告書の著者た

ちと私がそれぞれ報告を行い,午後に関係者によ

るコメントを並べるという構成,コメンテーター

の候補,日取り,などのアウトラインが決まった｡

ワークショップといいながら,なかなか議論がか

み合わず,参加者が各自の意見を言いっぱなしで

終わってしまう会が多いことから,きちんとした

コメントを用意してもらうため,報告者の報告要

旨を一週間前に,コメンテーターに届けるという

申し合わせもした｡

キドゥ女史との会談

具体的なワークショップの準備は,ほとんど私

が一人で請け負うことになった｡真っ先に行った

のは,国会とNCD双方の都市化委員会の座長を

務める国会議員のキドゥ女史をコメンテーターと

して引っ張り出すことだった｡セトウルメントを

めぐる政策決定に大きな影響力を持つ彼女の参加

なしには,このワークショップの議論が,無意味

なものになってしまうと考えたからだ｡キドゥ女

史とは,｢天皇誕生日祝賀｣の日本大使館主催の立

食パーティーの席で,ワークショップへの参加を

口頭で依頼し,前向きの感触を得ていたが,その

時点では日程は決まっていなかった｡

年明けの1月15日,ワークショップへの招碑状

と,仮のプログラムを持って,国会議事堂内の事

務所を訪ね,あらためて趣旨説明と正式な参加依

頼をした｡キドゥ女史は,ワークショップの意図

への懐疑と,それが自分たちの政策形成に介入す

るものになるのではないかという危倶の念を抱い

ている様子だった｡オフィスには,国会の委員会

で彼女の参謀的役割を務める,ヴイリ･マハ氏も

同席し,2対1で,かなり突っ込んだやり取りが

行なわれることになった｡私は,JICAも私自身

も,政府の頭越しに何かをやろうとしているわけ

ではないし,それができるわけでもないこと,こ

のワークショップは,政策を論じたり批判したり
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するのが目的ではなく,あくまでわれわれが調査

して得たデータや事実に基づいて報告し,それに

ついてコメントしてもらうというのが主目的であ

ると説明した｡最終的には,招碑状の文面の一部

を修正し,同席のヴイリ･マハ氏をコメンテータ

ーに加えることで,キドゥ女史の出席の約束を取

り付けることに成功した｡

1時間あまりの会談だったが,やり取りの中で

は,キドゥ女史のこの間題に対する基本的な考え

があらためて明らかになった｡彼女が言うには,

地権者の中には,セトウルメントを追い出すべき

だという意見も強いし,一部の住民を別の場所に

移したり,村に帰すという方向性も考えられるこ

と,自分は最終的にはこうした部族共有地上のセ

トウルメントを区画し,｢フォーマル化｣する

(慣習法的部族有地は,土地登記がなされておら

ず,法的な権利が存在しないため,まず土地の所

有関係を確定し,登記を行った上で,セトウルメ

ント内の敷地を区画し,その居住権を確定すると

いう段取りになる)ことが必要だと考えているが,

すぐに何かできるなどという甘いものではなく,

最終的にセトウルメント住民の土地占有権を認め

ることに合意がなされ,地代の話し合いがつき,

政府がサービスを提供するというところまでたど

り着くまでには,10年くらいはかかるのではな

いか,というものだった｡

会談の中では,キドゥ女史は,発表者たち (つ

まりこの報告書の執筆者たち)がいずれも高地出

身者であるのが気になる,とも洩らしていた｡キ

ドゥ女史は,明らかに,自らの前夫が属していた,

慣習法的共有地の地権者たちの意見を代弁してい

た｡すでに述べたように,ポートモレスビーの初

期のセトウルメントは,モツ族やコイタ族など慣

習法的な部族共有地の地権者たちと伝統的な交易

関係を持っていた,海岸部の出身者たちによって

形成された｡しかし,その後高地地方からの移住

者が増加する中で,セトウルメント人口の中に高

地出身者の比重が大きくなっている｡海岸部の

人々と,高地の人々とでは,もともと顔つきや体

躯も異なり,文化や気質にも大きな差異がある｡

植民地政府との接触の時機は遅いものの,エネル

ギッシュで,活動的な高地の人々に対し,海岸部

の人々の間には,差別と怖れの入り混じった感情

がある｡ セトウルメント問題の背後に,こうした

民族的ステレオタイプや対立感情が重なり合って

いることに,私は,最近までまったく気づいてい

なかった｡ムケ氏たちとの議論の中では,地権者

たちが,高地出身者に対し差別的感情を持ってい

るという意見が支配的だった｡私は,この間題が,

高地からの移住者と,海岸の地主たちの,地域 ･

民族対立につながることを懸念し,そうした意見

は,報告書にはストレートに書かないほうがよい

という助言をしたばかりだった｡ソロモン諸島で

起こっているような,首都のある土地の古くから

の住民と移住者たちの民族対立が激化するような

事態は,避けたいという点では,結果的には,私

はキドゥ女史と見解を共有していた｡

この会談ではからずも気づかされたのは,都市

貧困問題に関わるJICA専門家という自らの立場

が,好むと貯まざるとに関わらず,政治的な力関

係に結びついているということである｡自らが研

究者としての知識や経験に基づいた見解を述べた

り,行動をしたりしているつもりが,キドゥ女史

が警戒したように,それ以上の影響力を持ってし

まうのは,私がJICAという日本の政府とその資

金をバックにした存在だからである｡キドゥ女史

がワークショップへの参加を最終的に承諾したの

ち,私の研究者としての実績や人柄や弁舌の力

(と思いたいところだが)ではなく,将来,彼女

が考えているような事業を行っていくためにも,

JICAの支援が不可欠と判断したからだろう｡ い

いかえれば,JICAの専門家という立場は,自ら

の立場の持つ影響力や ｢権力性｣を自覚しながら,

自らの行動のもつ意味を常にチェックしていくこ

とが必要とされるということである｡

ワークショップの実施準備

ワークショップのコメンテーターは,キドゥ女

史と,ヴイリ･マハ氏のほか,次の6名に依頼し

た｡ポートモレスビー ｢市長｣(cityManager:

公選制ではない)のバーナード･キピット氏,

EDA RANU (首都水道会社)の代表で,前ポー

トモレスビー市長,現在も大きな政治力を持つと

いわれるジヤミ一 ･グラハム氏,首都政府の

｢法 ･秩序｣部門のダイレクタ-で,都市問題委貞

会のメンバーでもあるイス ･アルブラ氏,国家住

宅局のスタッフで,セトウルメント問題を長年担

当してきたシシリア･ケマウ女史,地権者の代表

としては,キドゥ女史から推薦のあったサレ･ホ

モカ氏,そしてセトウルメント住民の代表として,

-60-



私が長年付き合ってきた家族の長男で,現在,中

央計画省に務めるジョー ･ウェミン氏である｡ こ

れらのコメンテーターについても,私が,直接オ

フィスを訪ねるなどして依頼し,全員の快諾を得

ることができた｡この人選と交渉にあたっては,

これまで自分が築いた人脈が役立った｡

前後して,JICA事務所に,ワークショップの

企画書を提出し必要経費の申請を行った｡当日の

会場費 (ホテルの会議室)のほか,会議記録のテ

ープ起こし等の人件費,記録の印刷 ･製本費など,

あわせて5000キナ (20万円)ほどである｡ 幸い

全額が申請どおり認められ,全面的なサポートが

得られた｡

ワークショップのプログラム (資料③)を確定

し,関係者に配る案内状を作成した｡招待者のリ

スト作成にあたっては,日本大使館の方々と,国

連開発計画 (UNDP)の代表の坂口氏の協力と助

言を得た｡おかげで,各国の大使館関係者,国連

機関関係者の参加を得ることができた｡このほか,

政府の関係各省庁,大学や研究機関,新聞社等の

マス ･メディアに招待状を送った｡会場の収容力

に限界があったのと,昼食の準備の関係上,新聞

広告等でまったくオープンに参加を募ることは出

来なかった｡案内状の配布と出席確認の作業には,

前日ぎりぎりまで追われたが,幸いJICA事務所

の二人のローカル ･スタッフが献身的に手伝って

くれ,何とか終えることができた｡コメンテータ

ーに届ける報告要旨は,報告書の抜粋版に変わっ

たが,これもローカル ･スタッフの手で,コメン

テーターに届けられた｡また,当日の参加者に配

布する分を,コピーして用意した｡

ワークショップ当日

準備作業に追われたため,自分自身の報告の準

備には,ほとんど時間を割くことが出来なかった｡

最後の数日で構成を考え,データを整理し,前日

の夜中までかかって英文原稿を書き上げた｡当日

は,睡眠不足で,まともに声が出ないという最悪

のコンディションで朝を迎えた｡会場に到着する

と,机の配置が注文していたのとは異なり,スラ

イドのプロジェクターもセッティングされていな

い｡ぎりぎりまで会場係として走り回る羽目にな

った｡結局,参加者も8時半を過ぎる頃からぼち

ぼち集まり始め,8時開始予定が,45分ほど遅れ

て開会となった｡座長を頼んだ大学の同僚の横で,

進行係とテープ録音係も務めた｡ビデオ撮影は,

JICAの星野氏が担当してくれた｡自分の報告の

番になり,いざ聴衆の前に立つと,気分が落ち着

き,終始リラックスして話を終えることが出来た｡

参加者の顔を見ながら,自分の言葉が,ぴしりぴ

しりと染み込んでいくのがよくわかった｡このテ

ーマに関心を持ってきた参加者の思いと,自分の

メッセージが幸運にも合致した瞬間だった｡今ま

で何度となく繰り返してきた学会報告では味わえ

ない,緊張を伴う快感だった｡

ワークショップの出席者は,午前だけ,午後だ

けという出席者を含め,総数ほぼ40名｡会場の

収容力と昼食の注文数にちょうど合致していた｡

午前のわれわれの報告 (ジョー ･ケタン氏,ムケ

氏と私の3名｡他の2名は都合により欠席)に対

しても活発な質疑応答があった｡午後には,6名

のコメンテーター (当日欠席のイス ･アルブラ氏

と,午前中の質疑応答だけに参加したどり･マハ

氏を除く｡ポートモレスビー市長のキピット氏は

出張のため,委員会メンバーでもある都市計画担

当のスタンリー ･ハル氏が代わって報告)が順に

コメントを発表し,最後に総括の議論を行って,

予定の4時を35分オーバーして閉会となった｡キ

ドゥ女史をはじめ,多くの出席者が最後まで参加

してくれ,議論のテンションも落ちなかったのは,

この手の会合としては珍しいことであった｡参加

者には,名前,連絡先とともに,セトウルメント

への関わりあるいは関心の所在,そしてこのワー

クショップへのコメントを書いてもらうフォーム

を配布した｡参加者の反応は上々で,大変有意義

なワークショップだったというコメントが多く寄

せられた｡とくに,各国の大使館や援助担当者,

国連関係者などの中に,これまで関心を持ちなが

ら情報を得る機会がなかったこの間題について,

多くの示唆を得たという声が多かった｡

ワークショップ以後

翌日,二つの日刊英字紙は,いずれもこのワー

クショップに関連する記事を載せた(資料④ ･(9)｡

しかし,それらは残念ながら,ワークショップの

内容や意図を正しく伝えておらず,かなり問題の

あるものだった｡

ナショナル紙 (資料④)の方は,｢貧困に取り

組むシステムが必要｣というタイトルの,当日来

席した記者の署名記事であった｡JICAがこのワ
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ⅥJORKSHOP

APROJECTFORMULATIONSTUDYONPOVERTYALLEVIAT10NOFURBAN

sETTLEMENTSINPORTMoRESBY

7bWanおAltez:Bab'vle協 wstoSetdeme〟t物 aDdRlaDLZizZg

Date:7February2001
Time:8am-4pm

Venue:Poo18ideSuite,GatewayHotel

PrograLnne

8:00:OpeningAddress Kaorulwasaki(Representative,JICAPNGOfBce)

TatSuOTanaka仏mbasSadorofJapan)

8:30-10:00

pohcyDebates0nSettlements(JoeKetan:Dept.ofAnthropology&Sociology,UPNG)

TheUrbanSettlementSurvey(JohnMuke:Dept.ofAn thropology& Sociology,
UPNG)

socio-economicSituationandlnformalSector(JoMangi:ConsultantAnthropologist)
DiSCuSSion

10:00110:30:MorningTba
10:30-12:00:

CulturalLandscapeofSettlements(RalphKimbu:Dept.ofGeography,UPNG)

My21YearsWiththeSettlement(KeichiKumagai:JICAexpert,UPNG)

policyandResearchImplicationoftheSettlementSurvey(JohnMuke:Dept.of

Anthropology&Sociology,UPNG)
Di8CuBSion

12:00113:00:Lunch

13:00･14:30:Comments;

1)LadyCarolKidu(MemberforPortMoresbySouth,ChairpersonofaSpecial
ParliamentCommitteeonUrbami2;ationandSocialDevelopment&Urban

CommunityDevelopmentCommitteeofNCDC)

2) BernardKipit(CityManager,NCDC)

3)VihMaha(Con8ultanttoSpecialParhamentCommittee&Urbanization

Programme)
4)IsuAluvula(Director,LawandOrder,NCDC)

5)CeciliaKeamau(NationalHousingCommission)

6)JoeWemin(AssistantSecretary,LawandOrderandAdministrationBranch,

NationalPlanmingandMonitoringOfBce/ResidentofSixmileDump
Settlement)

7)SaleHomoka(BaruniV山age,MotuKoitabuLandOwners)
8) JamieGraham(EDARAN~U)

14:30-15:00:A氏ernoonTba

15:00･16:00:FinalDiSCuSSion(Suggestions&Recommendations)

資料③ ワークショップ プログラム
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-クショップを主催したことは記しているものの,

われわれの名前はなく,主語はすべてキドゥ女史

になっていて,あたかもキドゥ女史が呼びかけた

会議であるかのような印象を与えるものだった｡

Thursday.February8.2001I

NAT10N

'Needforsystem
totacklepoverty''
ByJOHNDAU
CONCERNEDorganlSatlOnShave
banurgedtoworkw】ththeParlla-
mentComm)tteeonUrbanISat]On

andDeveJopmenttoachtevesoclat
developmentlnthe26urbansettle-
mentslnPoIIMoresby-
MoresbySouthMfLadyCarol
Kidu,whotscha)rpersonofthecorn-
mlttee,SaldthlSyesterday.
LadyKlduwasspeaklngata
workshopforprojectformulat10n
studyonpove巾･al】evlatlOnOfurban
settlements Jn Port Moresby_
111eWOrkshop,wh】chwas凡Inded
bytheJapanesealdorgaTl1SatlOn,J7-
CA,enabledthepartlclpantstodls-
cussproblemsfacedbythe26urban
settlementsandhowbesttheycould
addresstheIssuestolmPrOVethe
llvesofthepeopJe.
bdyK】duBaldHWTlenSOClatde-
velopmentlSneg一ected,∝onomlc
development lS nOn-eXJStent'､
ShesaldthattheIssueOffTamLhes,
chlldrenand pove～ should be
lookedatandnotneglected.
"TheretsnotlmefTorperfect10nOr
thetlmebombfleeHngofbelngne-
glectedwH explode/ Shesald
LadyKldusa】dthesquattersettle-
ments,whlChsheTefleTTedtoasspon-
taneoussettlements.neededgood
governanceandaumfiedsystemln
place to address the problem
"lfwearetosucceedandmake

IIYesbetterforthed)sadvantaged,we
havetohaveaumfiedsystemasright
nowwedonothaveonelnPlace

Awom早nSelllngfoodoutsldethoSix･MlhBsettlement,

lfwearetotKmarglnallSed.We ShesaldthatevICtIOnWasthean-
needgoodgovemancetoprovldea swertosolvetheproblemofsettlers
soclalenvlrOnmentforthepeople:' buttheyhopethatlnthelongteml,
shesald. thesett一erswouldmovehomemthe

LadyKldusaldthattheGovem- bestInterestofthe)r fTamllleS
れenthasneglectedthepollCleSOfa LadyKidusaidthatthecommlt-
whltepaperof1973andasaresult teewasworklngOnprocedures,
thesettlementshavebecomerebel- whlChLnC]udelegalIssuesWIththe
llOuS NCDC toaddresstheproblem

資料④ ワークショップを報じた記事(D

(TheNational紙,2001年2月8日付)

Post-Courier,ThursdayFebruary8.2001

ポスト･クーリエ紙 (資料(む)の方は,さらに

ひどかった｡当日会場に姿を見せていたのは,以

前,私が大学で行ったセミナーにも出席して記事

を書いてくれた,若い女性記者だった｡しかし,

翌日の記事には,その記者の名前はなかった｡そ

して,｢セトウルメントはますます 『暴力的』に

なる｣という,とんでもないタイトルがつけられ

ていた｡記事は,やはりキドゥ女史の発言を中心

に,数名の参加者のコメントを紹介しただけで,

ワークショップの主催者やその意図,ムケ民らの

報告書とその内容については,まったく言及され

ていなかった｡記事の本文には,キドゥ女史の発

言として,独立以来,これらのセトウルメントに

何の施策もとられなかったことが,これらのセト

ウルメントにおける暴力を生み出している,とい

う言葉が紹介されている｡ しかし,後にテープ起

こしをした記録によれば,キドゥ女史が ｢暴力的｣
という言葉を使ったのは,ただこの1回のみであ

り,他の参加者の誰もそのような表現は使ってい

ない｡むしろ,ムケ民らの報告を含め,当日の議

論は,このようなセトウルメントへの偏見を脱し,

もっときちんと現実を見据える必要があるという

方向では一致していたから,この見出しは,当日

のワークショップ全体の議論とその意図と正反対

の方向に読者を導 くものだった｡奇妙なことに,

そこに配された写真は,見出しとは対照的に,セ

トウルメントにも村のような平和な生活が兄いだ

されるという矛盾したものになっている｡おそら

5
HoMENEWS

Settlementsmorelviolentl
PEOPLElivinglnSettlementsm
PortMoresbywillcontinuetolivein
poverty unlessservice provlderS
including the Govemmentwork
togethertomeettheirrealneedB
SpeakersralSedthlSView ata
workshoponpovertyalleviationof
urbanSettlementsm PortMoresby
yesterday,
SlnCethelallnChoftheGovern-
mentWh ltePaper1973on"Self-Help
HollSing Settlement5 for Urban
Areas",notmuchhadbeendoneto
addleSStherealissuesaffectingpeo-
plelivmglnVanOuSSettlementsm
theelty,themeetingwastold.
ThechaIrwoman ofa speclal

ParliamentcommltteeOnurbaJllSa-
tionandsoclaldeyelopmentand
urbanCOmmtmltydevelopmentcom-
mitteeOfNCI)C,LadyCarolKLdu,
Saidthatsincethe1973report,the
yearsofneglecthdledtooverallvlO-
1encemSettlements

LadyKiduBaldissuesrelatingto
goodgovernance,gender,poverty,
laJldownershipandchildrenwere
longoverdueandneededtobeseri-
ouslylookedinto.

Shesaidtomakeatruesocial
environmentforpeoplelivinglnSet-
tlements,aunifiedsystemofgovernl
meatinNCDwasneededsothat
throughgoodgovernanceSettlersand
laJldowners could reach certaln
agreements
LadyKldu与aldthecfrectofurbzul-
lSatlOnWasLTelteverywherebutno
pilotprq】ectswouldbeBetuPlnCity
settlementsunlessallJleCeSSary
arrangementswereinplace
TheSecretaryibrSocialWelfare
andDeyclopmentJosephSukwl8-
nombsaidinStitution5,includmgthe
UnlVerSltyOfPapuaNewGumeaand
theNationalResearch lnstltute,
sho111dworkcloselywlthdonoragen-
ciesandgrollpSinterestedlnCOrreCt-
1ngProblemscitysettlersLTaced
Weallneedtoworktogether,we
mayhavethefuJldsandhavecon-
sumedsomuchtlmeandenergybut
wehavenotaddressedthelSSueOf
people
"Peopleareruzmmgawayfrom
theirhomeprovincesbecauseOftrib-
al丘ghtsormaybetheirlandisnot
suLrlCienttoslはtmi them,"hesaid_

VILLAGElifeinsettlement:WhllemanysettlementsaregeltLngmoreVLOlent.KesISettlement.ln
TauramaRd,looksapICtUr80fhapprness,PJrCture:AURAEVA

資料⑤ ワークショップを報じた記事② (Post-Courier紙,2001年2月8日付)
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くは,記事を書いた記者の意図とは別に,編集担

当者が,見出しと写真を配し,センセーショナル

に仕立て上げたのであろう｡

これは,まさにわれわれが批判してきた,メデ

ィアによって再生産されるステレオタイプという

構図の典型であって,許すことができなかった｡

そこで,当日夜中までかかって,ポスト･クーリ

エ紙の編集局長宛に抗議文をしたため,電子メー

ルで送り付けた｡その中では,1)直ちにより正

確にワークショップの内容を伝える記事をあらた

めて掲載すること,さらに,2)われわれの見解

を直接述べる頁を提供すること,を要求した｡こ

の抗議は,JICAとしてではなく,あくまでJICA
専門家としての私個人の名前と責任で行った｡

ようやく編集局長との面会が実現したのは,2

月23日のことだった｡ムケ氏とともに新聞社を

訪ねると,すでに先方は結論を出していたようで,

われわれの見解をきちんと紹介する記事を,1-

2本載せるということで,あっさり決着がついた｡

担当者に紹介され,その場で写真を取られて,今

後の段取りを打ち合わせた｡その結果,3月12日

に｢フォーカス｣という論説欄に,ムケ氏の大きな

写真入りで,JICAの委託研究報告書の内容を詳
しく紹介する担当者の署名記事が掲載された (餐

料(む)0

ワークショップの事後処理としては,テープ起

こしをして,ワークショップの記録を作成すると

いう大きな仕事があった｡これについては,ワー

クショップに参加していたムケ氏の指導する院生

たちが担当してくれることになった｡テープ起こ

しの素原稿をもとに,意味が通らない部分を修正

したり,繰り返しを削除したりする編集作業を根

気強く行ってくれた｡それに,私が一通り日を通

し,何とか原稿が完成した｡印刷屋に超特急で仕

上げてもらい,現物 (資料⑦)が完成したのは3

月15日,私の一時帰国の直前だったO

パプアニューギニアを離れる数日前に,私は,

ワークショップでの報告を基にした新聞記事用の

原稿を書き上げて,担当者に渡していた｡一時帰

国中の3月23日に,私の原稿を使った記事が掲載

された (資料⑧)0

その中で,私は,まずポートモレスビーにおけ

るセグリゲーションの傾向について語り,持てる

者と持たざる者との間の格差が広がり,その居住

空間も分化していること,空間的な隔離が社会的

な相互作用を減じさせ,ステレオタイプや差別を

強めさせている,と指摘した｡そして,周囲から

隔離されたセトウルメントの典型として,ゴミ捨

て場_の奥に立地する,自分が21年間通いつづけ

ているシックスマイルのチンプ-出身者の集落を

紹介した｡そこでは,公的サービスは欠如し,居

住環境にも改善が見られない｡住民は働く意欲を

もっているが,ポー~トモレスビーの限られた労働

市場では,フォーマルな雇用は得られず,集落の

周囲に作った畑で獲れた作物を販売したり,特に

女性たちが路上で物を売ったりして生活を立てて

いる｡ しかし,首都政府の取締 りが厳しくなり

人々の生活はますます困難になっている,といっ

た事実を指摘した｡最後に,こうしたセトウルメ

ントの存在を,マージナルなものとして排除する

のではなく,都市空間や社会に統合していくこと

が必要であると述べ,そのための方策として,吹

の5点を指摘した｡1)セ トウルメント住民と地

権者との間に対話の回路を開く,2)地権者が受

け入れるならば,セトウルメント住民と地権者と

政府との間で何らかの合意を結ぶ,その上で,3)

住民がコストを支払うことを条件にして,セトウ

ルメントに適切なサービスを提供する,4)これ

らのコストをセトウルメント住民が支払えるよう

にするためにも,インフォーマルな雇用機会が重

要であり,それらは抑圧されるのではなく,むし

ろ奨励されるべきである,5)こうした過程をう

まく進めていくためには,セトウルメントの中に

きちんとしたコミュニティを発展させていくこと

が必要であり,そこでは特に女性の役割が重要で

ある,なぜなら女性が実質的に家族の生活を支え

ているし,家庭でもコミュニティでも暴力を否定

するのは,女性だから｡

この文章は,この半年間の活動のひとつの到達

点でもある｡前半のセグリゲーションの事実やセ

トウルメントの描写は,これまでの私の研究です

でに語ってきたものであり,,特に新しいことは付

け加わっていない｡しかし,そうした事実を,い

かにして,その対象が存在する現実社会に対し影

響力をもつべく発信していくかという発想は,そ

れまでの研究者としての私の中にはなかった｡こ

の文章では,政府を声高に批判したり,一方的に

セトウルメントの肩を持つことは避け,異なる立

場の人にも理解し共感してもらえるような語り口

を心がけた｡研究者として追究してきた｢正しさ｣
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Academiesreporton
m isco n c e p tio ns

T

ByBARNABASORERE
HEthornyIssueOfsquattersettle一mentsandpovertyareofnationalandmternatlOnalslgnlficancc
PortMoresbylSaCOlonlaltownwlthdlS-tlnCtfeaturesofsegregation,firstly between

EllrOpeanS,Secondly between dlfrerentsoclO-

econom lC brackets and thirdly betw een var1-

0usethnlCgroups

The debate on squatter settlementscould
be dlVlded Into three broadcategoriesThe
firstrepresentsthestereotypevleWOfsettle一
ments SoclalsclentlStSSayproponentsOfthlf;viewlndudealargesectlOnOftheformalsec-torwhlChlSmadeupofpredomlnantlyWalganlbureaucrats,JOurnallStS,tradltlOnallandownerLS,SOmeaCademlCSandpolltlClanSTheyarguethatLqquatterSettlementsarebreedmggroundsforcrlmlna18and,there-fore,shouldbellterallyrazedtotheground.TheylookatsquatterSettlementsassoclalpathologleSthatweredetrlmentaltotheproperfunct10mngOfthewholesystemThoselnSearchofacureforthepresumeddlSeaSehadrecommendedcllratlVemeasureslnCludlngeVICtlOnandrepatrlatlOnThisapproachcallsforstrlCtadherencetoformalcltyPlansbasedonstrlngentCOntrOlovertheexpansionOfLthecityThesecondcategoryrepresentsamoresympathetlCapproachProponentsofthlSvleWSaySettlementsareheretostay,espe-clallymvleWOftllefactthatmostcltleSthroughouttheworldhavebeenbulltbymigrantPOPulatlOnS,andthatsettlementcommunltleSCOntrlbutesubstantiallytolocaleconomleSThlSapproachcallsforthefbllnaトISatlOn,OrIntegrationofsquattersettle-mentsThlSpragmatlCapproachcouldbevleWedasanextenslOnOftheMelaneslanreClprOCltysystem.ItalsomutuallyrelnforcestheflOrmaltrendstodependontheInformalsectorforcheaplabor,goodsandservices,electoralsup-port,securltyandemotionalsupportProponentsofthlSVleWIncludepolltlClanS,someacademlCSandnor1-governmentOrganl-satlOnSSuchastheChrlStlanChurches.Soclali,ClentlStBllkeDrJohnMuke,lec-turer,anthropologyandarchaeologyStrand,JoeMangュ,consultantanthropologist,andRalphKlmbu,oftheUPNGgeographydepartment,providethesefacts.TheyhaveJustpubllShedareportonpovertyallevlatlOnlnPortMoresby'Surbansettlementsf♭rtheJapanlnternatlOnalCo一operatlOnAgency(JICA)ThelrStudy-aprojectformulatlOnStudyofpovertyallevlatlOnOfurbansettlementslnPortMorcsby-revealsmuchmorethan
whatmostpeopleknowaboutsquattersettle-ments
ThereareflaCtStoothatmostpeopledon'twanttoknowthatarecruclaltourbandevel-
opment
JICAcommlSSIOnedtheStudytoassessthesoclO-eCOnOmlCStatusOfsettlementcom,
munltleSWlthavleWtOdeslgnlngpovertylnterVentlOnprograms
InpartlCular,thestudyfocussedonI,he

ofurbanfeaturesthatare
unlquelyPapuaNewGulnean
ratherthanmalntalnlngCOlonlal
pollCleSthatmltlallyshaped
PortMoresbylikeanAustralian
outbacktown.
TE:sse｡芸cphPerrOs?C2;llsSafyortab:
Integraldevelopmentofurban
communltleS,reCOgnlSlngthem
aspartortheoveralldevelop一
meれtplannlnglnPapuaNew
Gulnea
ItlSarguedthatmanycur-
rentsoclalproblemsarethe
cumulatlVeresultsofpolltlCal
andeconomicPraCt,lees
PersonalInterest,CrOnylSm,
thep111ageofStateresollrCeS,
andthemostglarlngCrlSISOrdlStrlbutlOnhaveallcont.rlbuted
tothemoraldecayofsoelety
ThestudypointstOWard且
needfわrequalpartnershipln
development,equaldlStrlbutlOn
ofsoclalservICeSandequaldlS-
trlbut10nOfthecountryswealth
Ithasbeenrecogn15ed,howl
ever,thattherearenoeasysolu･
tlOnSbecausetheSttldylSabout
people,manyofwhomaresec-
ondandthlrdgeneratlOrlruralmlgrantSWhosllrVIVelna
strangeurbanmllleu
BytraclngthehlStOryOfset-
tlementsltWasfbundthatasys-
tematlCmarglnallSatlOn had
occurred
LllSCrlmlnatOrygovernment
pollCleShavehadadirectbearl
lngOnpresentSOC】0-eCOnOmlC
statusOrSe比1ementcommun1-

REPORT･DrJohnMuke,oneofthethreepeopletluerS,elithadSebaistoebog:nsF:Ft7edmt:naモengagedlnthestudycomm lSSJOnedbyJICA･ werenotbasedonreliablesta一ls-WerenotDaSenOnrellaE)leStZluS-
tlCaldatabutratherpersonal

lntereStOfstakeholders
ThepolltlCalInterestsOfsomepromlnent
natlOnalpolltlClanSjorexample,haddefined
theparameters0fthedebatesonsettlements
ThisClearlyrepresentedastrongwarnlng
thatgovernmentpollCleSbasedonstereotypト
CallynegatlVeVleWOfsettlementscouldhave
serlOuSandlongllastlng1ePerCuSSIOnS
GovernmentpollCleSattlmeShadbeen
amblguOuSTheoverallpollCySlt11at10nWas
oneofpiece-mealapproachtocruelaldecl-
slOn-making,therebyconformingtOapartlC-
ularPNGdecISIOn･maklngCultureofslttlng
outcrisesratherthanoptingforaquick-fix
approacb
ThestereotypeviewOfsettlementswas
thatthesewerebl.eedlnggroundsfTorcrlmト
nals.hometomisfitsandsocialrejectsand
werenotwolthpaylngmuchattention,except
dllrlngelectlOnS
RapldurbanlSatlOnCanbeblamedforthe
emergenceofunplannedsettlementsOneof
theconsequencesofurbanlSatlOnlndevelop-1ngCOuntrleSISInternalmlgratlOn,andthis
processISaSlgnlficantfactorlnPNG
Toalargedegree,ltreneCtStheavallab111-

surv1ValstrategiesOfurbanltleSOfmostlyruralorlglnandexaminedthelevelofbasICsoclalscrvICeSByutlllSlngabaSlCSOClalneedsapproachtodetermlnethestandardofllⅥng,thestudyprovldesslgnlficantlnSlghtsIntothestructureandfunctionOfunplannedsettlements.
ItproⅥdesanaltematlVeViewOfsettle-mentswiththelntent10nOfdlSpelllngunreaレlE.ticfearsandanxietiesaSSOClatedwiththosewhollVelnSettlementsandtoseeksolutlOnStoward establlShlngaCOmmOllmュddleground,basedonmutualrespect,under-standlngande0-0peratlOnlndeveloplngthlSgiantSectorOfthelocaleconomy
WPnati…vperlOoP,Oi霊tlSaa,pS,hoIStcLnesem_phfraoS:onebasedonsegregatlOntOthatoflntegra-tlOn
ThethlrdvleWOfsettlementsISthattheyareautonomousunltSWhichquallfyforurbanstatusandtheydeservethesamestandardofservicesdeliveredtoplannedareasltlSaradlCalapproachthatcallsforabreakwithtradltlOrl,ltprOVldesaconceptualfrzimeWOrkforthecreationandmalntenanCe

tyandaccesstoeducationandemploymentopportunltleSThemlgTatlOntOPortMoresbybeganafterWorldWarII,largelyasaresultoftheabolltlOnOftheAustralianCOlonlalregat10nrules(NatlVeRegulat10nSSeg~andVagrancyAct)Between1998and1999,52,889peoplewerecountedln13settlementsItshowedthattherewereanaverage4000peoplepersettlement,ranglngfrom393atPagaHillto8768atMorataThere wereanumberorareaslnWhlChsettlementswerelumpedtogetherTheseI,ICludeSIX-Mlle,Hanuabada,Erlma,Vadavada,andSabamaFlndlngSOfthesurveysuggested50percentorthel10uSeholdIndicated thatownedthelanduponwhlChthelrhousetheystoodAfurther25percentclalmedthatthelandwasownedbytheState,20percentofthe2340respondentsacknowledgedtheywereusingtradltlOnal1andwhile38percentwereunSureTheγlewthatsettlementsWerebreedlnggroundsfわrrcrlmlnalswasdifficulttosub-Stantlate
TheassumptionthatalargepercentageofunemployedllVelnSettlementswasreJeetedTheperceptlOnthatsettlementsWeremadeupofmlgTantSSquattlngIllegallyonsomeoneelse'slandwasfToundtobeuntrlleThestudyshowedthatPapuanmlgmntSfromtheGulfofPapuaandtheAromaandMarshallLagoonareaswererespon8lbleforesLabllShmgsomeoftheorlglnalsettlementslntheclty
MEantYoonft.SetsheeWHoetuc_rEaoftead莞 Pnelin,Vol;economicandsecurlt,yreasonsTherewereaLIBW areasthatshouldbedescribedassquattersettlementsbecausetheyhadbeencreatedatthebehestofpolltトclansaSPartOfelectoralmaneuverlngTheauthorsofthereportat,temptedtodcconstructsomeofthesemyths,andpolnttowardsnewapproacheslnIntegralhumandevelopmentwlthpollCyreCOmmendatlOnS
Confrontat10nalapproachestakenbytheNatlOnalCapltalDIStrlCtCommlSSIOnandotherStateagencieshadhadadlSaStrOuSImpactOnState-SOCletyrelat10nSAfine-levelaTlalySlSOfllfestyleandlevelsorsubSlStenCeattemptstOeStabllShwhetherornotpeoplelnSettlementsarellVlngbelowthepovertyllnelSrequlredThealternatlVeVleWOfsettlementsISpro-motedbyasmallgroupofUPNGacademlCSlnCludlngtheauthorsofthereportTheypolntOutthattherearemajordlffer-enceswlthlnandbetweensettlementsaswellasimportantslmllarltleSTbepollCleSproposedwerethereforeapplトcabletoothercentreslnPNGAndtheyJuSti-fy1日ntermsofcommonhlStOryOfcolomalsettlementpatterns
A;uocrtkesdhonpotf70nndgedagb.yaJ!?hAewGaaSteCwOan;Hotelbytheresearchers,DrMllke,Mr
KlmbuandassoelateProfessorKelChl
Kumagal,aJICAexpertandvISltlngscholar
atUPNG,topresenttheirfindlngS

資料⑥ Muke氏らの報告書を取り上げた記事 (Post-Courier紙,2001年3月12日付)

とは少し異なる位相での,現実-の ｢構え｣のよ

うなものが少しは身に付いたと言えるだろうか｡

6.結びにかえて-1 升究者と実践者の
往還がもたらすもの

まだ任期途中である現在,研究者と実践者との

往還の持つ意味についての結論や総括を提示する

ことはできない｡しかし,半年間のJICA専門家

としての活動は,私の研究者としての自らの視点

と ｢位置性｣に対し,多くのものをもたらしてく
れたことは間違いない｡

第1に,セトウルメント問題を,より広い,檎

造的なコンテクストで,とらえることの重要性を

切実に認識させられた｡これまでの自分は,もっ

ぱらセ トウルメントの内部 (住民の日常生活や,

農村との関係など)を見ていた｡しかし,セトウ

ルメント問題の｢解決｣を視野に入れて考えた場合,
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JAPANINTERANT10NALCOOPERATIONAGENCY(JICA)

WORKSHOP

APROJECTFORMUm TtONONPot/ERTYALLEⅥATON
OFURBANSETTLEMENTStNPORTMORESBY
NATLONALCAPITALDLSTRtCT
PAPUANEWGUINEA

GATEWAYHOTEL

7thFEBRUARY2001

KeichiKumagai,KaiBomaandGisipeWalpe

March2001

資料(ヨ ワークショップ記鐘の表紙 (2001年3月15日完成)
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i,;Jjl-%済/i,三,)-5
PortMoresby:DIVldedclty
P
ORTMORESI】YhasbeenadlSCrete

ordlVldedcltybetweencolonlallBtS
and"natlVe''people,amongmigrants

fromdlfFerentonglnSandbetweenthe ones
whohaveandwhohavenot.

Anumberofsoc101｡glCalandgeogTaphlCal
studleShave dlSCuSSedthethemeofsegrega-
tlOnbetweendlfferentsoclalandcultural

groupslnurbanspaceThelrbasICpresump-
tionlSthatspatlaldlStanCereneCtSSOCIAL
distancebetw eenthegroupsbecallELeSPatlal
segTegatlOnresultslnllttleSOClalInteraction
betweenthesegroups.

WhataboutthePortMoresby'scase?Ihave
calculatedthedegreeofsegregatlOnamong
thegroupsfromdlfferentprovincesOfongln
TheanalysュsWasbasedonthesmallestcen-
susunltdateofNCDln1980and1990Asa

resultofthatIfotmdthefollowingfacts
Firstly,afalrlyhighlevelof5egregatlOnWas
malntalnedbetweenthesegrollpS

Secondly,thepeopleねom outsldePNGor
theexpatriatesarefTarmoresegregatedfrom
anyothergroups
Thirdly,whiletheextentofsegTegat10mhas
generallydecreasedbetween1980-90,111a
fewparticularglOupS,thelndlCeSOfsegrega-
t10nhqyepartlyIncreasedTheyarethepeo-
plebornlnChlmblユandEasternHlghlandsprovincesandthoseborlloverseasThefor-eignershaveretreatedLlomformalhighcovenantresldentlalareasSuchasBoroko,KoroboseaorCordonTheyhaveconcentrat-
edlntheareasurroundingtOVmand
WalganlTherearealotL)fhlghrlEleflats0T
newlydevelopedreslderLtlalenclavesthat

Keich iKumagaite一lsof̀My21years
withsettlements'inPortMoresby
arefullyguardedbysecu-
ntysemcelnthese
areas.
Migrantsfrom the
Easternmghlandsand
ChlmbuprovlnCeSCOm-
pnsethemaJorltyOfthe
hlghlandpoplユlatlOnllV-
1nglnurbansettlements
Th118theIncreaseOfseg-
regatlOn一nthese two
groupssho111dbethe
resultofreBldlnglnthe
settlem entsInsteadoffor-
malresldentlalsuburb
ThlStelュdcncytellsusthe
realityOfPortMoresbyas
a"dlⅥdedClty"
ForeignersandpolltlCalellteSWlthhigher
IncomeareSCgregatlngthemselvesfrom
otherpeopleandconcentratlnglnluxurious
fktsorhouSlngenclaves.Ontheotherhand,
moreandmorepeopleareresldlnginthe
5ettlementS.HerethepolarlSatlOnprocessIS
acceleratedbetweenthepmⅥlegedandthe
depressedThlSISnotOnlyethnlCSegTega-
t10n,blltalsoclasssegregatlOnbetweentheonewhohasandtheonewhohasnot

S;tetl昌:C.;vtlSnagrlenl:eV;illebieernetasllat;eeSm::eeandmoresegregatedfromotherpeoplelntheformalSuburbsThlSSltuatlOnSurely

enhancesthenegative
Imageandattltudes
towardstheSettlements

withprejudlCejearand
dlSCrlmlnation
DISCnmlnatlOncones
任om fearandfearcomes
fromnotknowlngthem
wellltlSOftenunreason-

ablefearwithoutproper
lnVeStlgatlOnandunder-
standlngtherealityof
livesinthesettlement

SegTegat10nlSbotha
causeandaresultofmlS-

concept10nOrdlSCrlmlna-
tlOllTllユSISOneOrSOCl(ド
culturalresultsof"divld-

edclty"orPortMoresby today
SlnCe1979IhavebeenvISltlngOneOfthe
mostmarglnalandsegregatedsettlements
lnPortMoresbyThatlSaRagam ugaorSIX-
MlleDumpsettlementThereareseveral
reasonsIh一ghllghtthlSSettlemelltaS̀m̀ost
segregated"or"marglnal"one
ltlSaBO-CalledSquatterSettlementoncuS-tomarllyownedland,althoughthesettlers
paySOmeamountOfrenttothelandownerThesettlementlSlocatedbehlndtheNCDCIs
bigrubblShdump.whlChpresentsadf,SOlate
landscapeAsth】ssettlementcanhereached
throughthlSrubblShdllmp,thesettlerslivesarehardlyTeCOgnlSedTheyarelnVIS卜
b上efromoutsidersThepopula-tlOnlSnearlylOOO､AlmoStallLL,tl.T,C1TlLJrS.Irelrrmltnt
GumlnearealnChlmbu
ドrnVlnCe
ThephysICalenvlrOnmelltOlthesettlementlSlnienorcompared
toothermigrantSettlementsln
PortMorelqbyThehollSeSWerehu】lt,bythesettlerstllemSelvesTheyusedsecond-handtimberforframesandcoveredbygal-van15edIronSheetsoranyothersheetmetal8mostlyc-)llectedfromtheadjacentrubblShduTllL.WhenIfirstvIS】tedthesettle-ment,therewasnOuSeablewaterlnthesettlementapartfromthetwostandpipeslaidbytheCltyCouncilln1981.1twasagreatimprovementfわrtheSet-tlerswhohadnomeansofaccesstowaterwlthlntheset-tlement.Sincethattlme,however,there
hasnotbeena一lyOthernotlCe-
ableImprovementlnthesettle-
mentproⅥdedbyeltherthe
governmentorthesettlers
themselvesTherelSnC･lther

electrlCltynorgarbagecollec･
tlOn

The5ettler8arellOtlazypeople
bllthard-workersHowever,
thelrformalemploymentoppor-
tllnltleSarellmltedbecause
mostofthesettlerslackskllls

andeducationalqualificatlOnSI
Aswell,theyhavcfewinnuen-
tlal'Lwantoksわtohelpfind
employm entTherefore,most
settlersaleengaglnglnOnly
unskilledaTldlowerstatllSjobs
suchasSeCuntyguardsor
laborersTbsupplementtile
lnSufriclentfbrnlalenlployment,
thesettler.qaretrylngtOfind
thelrOW凸me且-ュSOflnCOme
Amongthem,urbangardening
lSamajorOnedunngthcralny
season,Thesteepslopes0fthe

hlllssu∬011ndlngthesettlementhavebeen
totallyconvertedIntoCultlVatedlandA
numberofcropssuchaspeanuts,corns,
pumpkinsOrSWeetpotatoesaregrOWlngf♭r
saleatopenmarketlnthecity.Womenand
elderlymenareengagedinc山tlVatlOn.
Incomefromselllnggardencropsgreatly
contributestothelrho一ユZ3eholdeconomy

StreetvendlnglSanothermaJorsollrCeOf
incomemainlyengagedbywomenMany
womenlnthesettlementonceusedtOsell
betelnlユtSlnthepubllCOpenSpaceOrOnthe
stz.eetuntilearly1995However,harshcon-
trolorbetelnutvendorsonthestreetby
NCDC,underthesloganofurbanbeautlLica-
tlOnOrL'EeepM oresbycleanandgreen"cam -
palgTIChasedthosevendorsawayfromthe
streetThelrnegatlVeandsometimeViolent
attltudestowardsstreetvendorsmake

women,whoactuallysupporttheirfamily
andchlldren,suuer.
Wh atthen18thesolllt10n7

1tlSnotfairthatonlySettlersareaccllSedof
occupylngthelandwlthoutanylegalrlghts.
ThlSpartlyreflectsafailureofanurban
houslngpolicytoaccommodateordlnarypeo-
pleatareasonablecostManypeople,evell
withformalemployment,residelntheset-
tlem entsduetolackofafrordableholユSlng
ltlSahuman rlghtsISSueWhenmorethan
30percentofurbanl･eSldentslnPort
Moresbyare5taylnglndepressedllVlng
env】ronmentSWlthouttheprovISIOnOfbasIC
seTⅥ CeSandgoodsupportfromthe
GovernmentApoorphysicalenvllL,nment,
lnSCCurltyOfresldentlaltenureonaccountof
bclng"Illegal"squatterstogetherwltheco-
n.フmlCdlfricultlLISmakellflL･lnthesettle-
mt三ntSdlfrlCult

T;I,7-iytet:,tlhnet芸 だ1iOhni:te霊 霊 …ご:cdCS
theirlnhabltant･"ntOurbanspaceandsocle-tylnSteLldoflnarglnallSlngthenlIwould
liketosuggest,thefbHowlngWayflOrWardfor
th】spurposeI.ProperdlaloglleShouldbeestabllShed
amongallthestakeholderslnCIudlngthe
settlersandMotuKoltapeop一etofmda
sultablesollltlOn,

2.1ncaseofthesettlementsoncustomary
land,Solnekindofagreementsbetweenset-
tlers,landowners,andgovernmentshouldbe
ent,eredIntolfthelandownerscouldaccept
thesettlementstogivethesettlersreSldcn-
tlalrightsundercertalnCOndlt10nSandclr-
cllmStanCe6,

3.ProperservicesShouldbeprovidedtothe
settlementsaswellasproperaSSIBtanCetO
thesettlerstOImprovethe】rllVinEenVlrOn-
mentOfcollrSeltShouldbealsoempha一
別SedthatsettlerSthemselvesmustbearthe

responslbllltytOpayfalrCosts;

4ToJmprOVetheSettler8'economlCSltua-
tlOnSOaStOpaythepropelCosts,theyneed
lnformalmeansofIncome6upplementlng
lnSuffLClenttlrban一obmarketInformalsec-
toractlVltleSSuchasvendlngOrCottage
lndustrleSmllStbepromotedInsteadofellm-
1natlngthlSpOtentlalbythec】tyauthorltleS
Itmustbebeneficlalnotonlytotheset,tlers
butalsoothercltlZenSlnelud171gMotuXolta
villagersbyglVlngmorebu81neSSOpPOrtunl･
tleSandsllpplylngCheapergoodstharlthe
onezSaVallablelnSupermarkets.
5.CoTnmunltybaseddevelopmentmustbe
thekeyroletotakethesestepsSuccessfully
SoundandfirmCOmmunltyOrgan1ZatlOn
shouldbepromotedEspeciallywomenlspar-
tlClpatlOnandthelrempOWerrnentShouldbe
cruclalbecausewomenactlユallysupport
theirLamllyandtheyshouldknOwrealfarnll
1yneedsThewomenalsohatevlOlenceboth
w)thinfamilyandlnthecommunity.

-EeichiXuJnagalisaJICApoverty
alleviationexpertandavisitingproEes-

soratUPNG

資料⑧ 私の見解を掲載した新聞記事 (PosトCourier軌 2001年3月23日付)
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セトウルメント住民だけでなく,それを取り巻く

行政権力,慣習法的共有地の地権者の3者関係,

さらにメディアや,一般市民の視線を含め,さま

ざまな｢関係性｣とその変革が必要不可欠である｡

第2に,セトウルメント問題への政策担当者 ･

メディアの態度に対する異議申し立て,言い換え

れば研究者にとっての｢リアリティ｣の主張は,早

なる研究者の ｢良心｣の表明にとどまらないし,
またとどまってほならないということだ｡私の場

令,JICAのプログラム策定にあたって,より柔

軟で,底辺のセトウルメントへの配慮を含んだ計

画構想を可能にしたいという思いがあった｡その

戦略としての,私の専門家としての行動や発言は,

｢政治的｣な意味を含むだけに,より慎重かつ柔

軟であることが必要とされた｡

第3に,研究対象やテーマは,単に研究者自身

の知的好奇心を満たしてくれる存在にとどまらな

いこと,むしろそれを超えることによって新たな

研究の目的が開けてくることである｡ すなわち,

当該社会にとっての調査研究という新たな意味の

付与,である｡ たとえば,セトウルメントの実態

調査は,狭い意味での研究という視点だけで捉え

れば,自らの知的好奇心や学問的関心 (業績作

り!)を満たすための手段にすぎない｡しかし,

セトウルメントの改善のために居住権の保証が必

要であるとすれば,住民の生活のリアリティを反

映するようなセトウルメントの実態調査を行うこ

とは,その基礎資料を提供することになる｡ その

データの持つ意味は重くなり,研究者の自己満足

では終わることができない｡

こうした自らの研究視点の変化や拡大を,研究

に新たな意味を与えるものとして積極的に受け入

れるか,あるいは学問研究の｢中立性｣｢客観性｣
を損なう危険を持つものとみるかは,それぞれの

研究者の価値観によって変わってくるだろう｡ 私

個人は,もちろん前者である｡ 少なくとも,私が,

専門家として,ポートモレスビーで行った報告は,

当該社会における自らの研究の意味と真価を問わ

れるという,かつてない緊張感と充実感をともな

うものだった｡そして,地理学という学問もまた,

本来,理論と実践の双方を視野におさめようとす

るところに存在意義があったのではないか｡

私は,研究 (第三世界の地域研究)とは,｢わ

れわれの世界｣と ｢彼らの世界｣を繋ぐものでな

ければならないと考えている｡ これは｢開発｣も,

まさに同じであろう｡それをどうやって実践して

いくのか｡私にとってはこれからも永久に求め続

けていく課題となるだろう｡
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